
オリーブ褐色シルトで、径１ｍｍ前後の砂粒を多く含

む。南端水口下部の②層は暗オリーブ褐色シルト。中

南水口下部の②層は、オリーブ褐色シルトに径１mm前

後の砂粒と不定形炭化物が少量混じる。中水口下部の

②層は、オリーブ褐色シルトで、一部にぶい黄色を呈

する。そして、北水口下部の②層はオリーブ褐色シル

ト。中南水口と中水口は②層が安定して堆積し、ある

いはこれらが畦畔の一部であった可能性もある（図41

-42～45)。

[SS-138］

SS-l21の西側、幅50cm前後、比高差約４cmの断続的

な畦畔で画されているが、調査範囲内で認めた広がり

は、東西40cm前後。水田面の標高は26.05ｍ強。東側

SS-l21との間に４箇所の水口を認め、南側にSS-137と

も、畦畔東端が途切れ水口となると推測され、同様な

状況は北側畦畔にも想定される。

[SS-135］

調査区東辺、ＤＱ４８．４９区に位置し、東側は調査区

外へと広がる。調査範囲内で検出した広がりは、東西

１９～24ｍ、南北58ｍ、水田面の標高は2614ｍ前後。

わずかながら、掘り下げ気味か。南側は幅約50cm、比

高差約１cmの微弱な高まり、西側は幅50～70cm、比高

差約５～７cmの畦畔、北側は幅約70cm、比高差１cm以

下の微弱な高まりでそれぞれ区画されている。

南北の畦畔は微弱な高まりを辛うじて見いだし、そ

れぞれ西端が水口となるとしたが、埋土等の詳細は記

録していない。一方、明確な畦畔を認めた西辺は、中

央部と北端に水口が開く。中央部の水口は北半に撹乱

が及び、幅は70cm以上で、SS-l22側に傾斜する。埋土

はオリーブ褐色砂質土で、径１mm以下の砂粒を多く含

み、砂質が強い。ただし、シルト質土もやや含み、粘

性も少し伴う。北端の水口は幅約60cm。やはりSS-122

側に傾斜する。埋土はオリーブ褐色砂質土で、径２ｍｍ

以下の砂粒を多く含み、シルト質土も少量含むが、砂

質がかなり強い（図４１－４６．４７)。

[SS-122］

ＤQ４８．４９区、ＤR４８．４９区にまたがって広がり、北

辺推定約４ｍ、南辺約５ｍ、南北約5.7ｍの台形状を

呈する。水田面の標高は26.14ｍ弱｡南側を幅50～80cm、

比高差４～５cmの畦畔でSS-115と､東側を幅50～70cm、

比高差６～８cmの畦畔でSS-l35と、西側は幅40～５０

cm、比高差２～４cmの畦畔でSS-l23と、そして北側を

幅70cm弱、比高差約４cmのI畦畔でSS-l29とそれぞれ画

されている。

南畦畔には２箇所、東畦畔にも２箇所水口が開く

が、これらについては既に詳述した。西側畦畔は南端

に幅30cm弱の水口が開くが、埋土等の詳細は記録して

いない。また、北畦畔の西端部も開くが、詳細不明。

[SS-123］

SS-ll6の北側、ＤS４８．４９区を中心に見いだした。南

側には東半に幅約40cm、比高差３～４clnの畦畔、西半

は微弱な高まりによりSS-ll6と画され、東側は幅40～

50cm､比高差２～４cmの畦畔でSS-l22と画されている。

しかし、西側は南のSS-ll6西畦畔の延長位置に辛う

じて微弱な高まりを見いだしたに留まる。また、北側

はSS-l35・’22北畦畔の延長に畦畔を想定したが見い

だせなかった。想定される水田面の広がりは、南辺約

2.2ｍ、北辺推定3.3ｍ，南北約5.5ｍの台形状。水田面

の標高は2613～１４ｍ･確認できた水口については、

既に述べている。

[SS-124］

ＤS４８．４９区、ＤＴ４８．４９区にまたがって広がり、東

辺推定約６ｍ、西辺約５ｍ、東西幅約７ｍを測る台形

状を呈する。水田面の標高は26.09～26.11ｍ・南側は

幅約50cm、比高差約１cmの畦畔でSS-117と画され、東

側は微弱な高まりにより辛うじてSS-l23と区分され、

西側には幅60cm前後、比高差ｌ～２cmの畦畔でSS-125

と画されている。北側も、等高線の走りからして、西

半には|畦畔が存在した可能性があるが、認識できてい

ない。またその際には、SS-124北側・SS-l29西側にも

う１枚の水田面が広がることになる。

水口は西畦畔南端部で確認している。幅約80cmで

SS-125側に傾斜･する。埋土は径１ｍｍ前後の砂粒をまば

らに含むオリーブ褐色シルト（図41-48)。

[SS-125］

ＤU４８．４９区に位置し、東西約3.5ｍ、南北約５ｍを

測る。水田面の標高は2606ｍ前後。南側のSS-ll8と

の間には幅60cm前後、比高差３～４cmの畦畔、東側

SS-l24との間には幅60cm前後、比高差約３cmの畦畔、

西側SS-l26との間には幅60～70cm、比高差２～３cmの

畦畔､北側は幅90cm以上､比高差約３cmの|畦畔がある。

東畦畔南端と南畦畔両端の水口については既に述べ

た。北畦畔と西畦畔は連続し、西畦畔の南端で水口が

開く。幅50cm以上。段差をもってSS-l26側に傾斜する

が、埋土の詳細は記録していない。
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[SS-126］

ＤU４８．４９区に位置する。南側は幅70～80cm，比高

差５～６cInの畦畔、東側には幅60cm前後、比高差約２

cmの畦畔､西側は幅50cm以上､比高差３～５cmの畦畔、

北側を幅70cm以上、比高差約３cmの畦畔でそれぞれ区

画され、平面台形状を呈する。水田面の標高は26.10

ｍ前後。

水口は東畦畔と西畦畔の南端にそれぞれ開くのみ

で、南畦畔と北畦畔は閉じたままである。東畦畔南端

の水口については先に述べた。西畦畔南端の水口は幅

約50cmoSS-127側に傾斜する。埋土は、上部の①層が

一部明黄褐色を呈するオリーブ褐色シルトで、径１ｍｍ

前後の砂粒を含み、小指先程のブロックが混じる。下

部の②層はオリーブ褐色シルト（図41-49)。

[SS127］

ＤＷ４９区に位置し、東畦畔際は聖壕による撹乱が及

び、南側と西側は一連のＬ字状に畦畔で画され、北側

は調査区外へと水田面が広がる。結果、東西約５ｍ、

南北５ｍ以上を測り、水田面の標高は2605ｍ弱。東

側畦畔は幅50cm以上、比高差５～６cln、南畦畔は幅約

60cm、比高差約４cmで、西側でも同じく幅約60cmで、

比高差は約２ｃｍとなる。

水口は、東畦畔南端と南畦畔東端に開き、前者は既

に詳述済み。後者は西半に撹乱が及び、幅は30cm以上

でSS-126側へ傾斜する以外、詳細不明。

[SS-128］

DX49区を中心とし、南側を幅約70cm、比高差６ｃｍ

前後の畦畔でSS-l21と画され、東側は幅約60cm、比高

差約３cmの畦畔でSS-l27と区画され、西側は幅約８０

cm、比高差約４cmの畦畔でSS-139と区画されている。

なお北側へは調査区外に水田面が広がる。調査範囲内

で確認した水田面は、東西約52ｍ、南北約35ｍ、水

田面標高は26.03ｍである。

東畦畔には水口が開かない。南畦畔には３箇所水口

が開き、いずれも南側からの導水が窺える。詳細は既

に記述済み。一方、西側畦畔でも、塑壕撹乱を挟んだ

南北でややずれがあり、クランク状の水口が存在した

可能性がある。

[SS-139］

ＤY４９．５０区に位置し、東側を幅約80cm、比高差は

約４cmの畦畔で画され、西側と北側は水田面が調査区

外へと広がる。撹乱に周囲を囲まれ、検出した範囲は

狭い。水田面の標高は2602ｍ前後。水口については、

Ⅱ－６Ⅱ‐２‐④層の遺構と出土遺物

SS-l38あるいはSS-l28で既に述べている。

[SS-136］

調査区北東隅部のDQ49区に位置する。南側は幅約

70cm、比高差１cm以下の微弱な高まりでSS-135と画さ

れ、西側は幅約40cm、比高差約４cmのI畦畔でSS-l29と

画され、東と北へは調査区外へと水田面が広がる。調

査範囲内で認められた水田面は東西約2.5ｍ､南北約１．８

ｍで、水田面の標高は26.13ｍ前後。

南畦畔は西端が途切れ水口となるらしいが、詳細不

明。西畦畔も南端が水口となる。幅約90cmで、底面は

ほぼ水平。埋土はオリーブ褐色砂質土で、径２mm以下

の砂粒を多く含み、シルト質土も少量含むが、砂質が

強い（図41-50)。

[SS-129］

最初に述べたように、南側水田並びに準じて東西に

SS-129とSS-130に便宜的に分割していたが、畦畔が検

出できなかったため、SS-l29として一括する。

南側東端には幅70cm弱、比高差約４cmの畦畔があり

SS-l22と画され、東側は幅約40cm、比高差約４cmの畦

畔でSS-l36と区画され、南端に水口が開く。

(2)出土遺物

中層水田出土遺物には、中世の土師器、瓦器、陶磁

器の他、それ以前の土師器、須恵器、瓦、弥生土器

や、石器、鉄器がある。それらは、畦畔部分（b2層）

と耕作土層(b３．４層）に大別される。また本来なら、

後者は水田面単位あるいはＩ畦畔単位で区別されるべき

であるが、城北団地区割単位での取り上げとなってし

まっており、一括して報告する。なお、明らかな近現

代陶器３点がⅡ‐２－④層出土遺物に含まれたが、い

ずれも調査区西端あるいは北端の土層観察用畔からの

出土で、混入品とみなしてⅡ‐２－④層出土遺物から

は除外した（表６)。

①畦畔部（b2層）出土の遺物

水田畦畔部から出土した遺物のうち、図化できたの

は６点（図42)。１は平底の土師器坪で、底部にわず

かな立ち上がりをもち、底部に回転糸切り離しの痕跡

を残す。２は小型の土師器杯底部で、回転糸切り離し

痕を残す。３．４は貼付高台の土師器塊底部。ともに

高台は断面方形。５．６は瓦器坑。５は横ナデにより

口縁部がやや外反し、体部には指オサエ痕が残る。炭

素の吸着はなく、全面灰白色を呈する。高台は倭小化

し、径も小さい。１３世紀以降に位置づけられよう（図
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版１４－２)。一方、６は断面三角形の貼付高台で、高

台径も大きく、５よりは古く位置づけられる。

②耕作土・床土（b３．４層）出土の遺物

耕作土から出土した遺物から、図化提示できた遺物

は１０４点（図43～45、図版１４－３～図版１５－２)。

１～54は土師器（図版１４－３)。１～11は塊または

坪の口縁部ないし体部。１．２は口縁部を横ナデし、

端部を外方へ短く屈曲させる。３は、にぶい黄燈色の

胎土に燈色の塗彩を施す。端部付近を横ナデし、端部

を尖り気味に収める。４も灰白色の胎土に燈色の塗彩

を施す。回転ナデにより器面に凹凸が見られる。５～

７は休部への横ナデがやや強く、口縁部がやや肥厚

し、端部を尖り気味に収める。８は体部から内湾して

そのまま口縁部にいたり、端部を丸く収める。９も同

様に端部が丸く収まる。１０は内外面、１１は外面に炭素

が吸着し、一見瓦器風。１０は端部を外側に小さく屈曲

させ丸<収め、体部外面が横ナデにより多段状。１１は

体部片で、内面に横ナデが顕著。１０．１１とも、須恵器

の範時とすべきかもしれない。

１２～31は坪底部。１２～23は平底の底部で、１５．２０．

２１は底部にわずかな立ち上がりをもち、他は内湾して

立ち上がり体部にいたる。１６～23の底部には、回転糸

切り離しの痕跡が残る。２４．２５は底部が外に強く突出

し内面が深いタイプ。２７～31は円盤状に厚い底部。２８

～29は小型で、２６．３０．３１には回転糸切り離しの痕跡

が残る。

３２～54は貼付高台の椀底部。３２は断面三角形の高台

で、灰白色の胎土に燈色の塗彩を施す。３３は外に踏ん

張った台形の高い高台で、接地部が凹線状に凹む。

３４．３５の高台は丸みをもった台形状だが分厚い。３６～

38は断面三角形､39～41は丸みをもった台形状で薄い。

42～45は断面三角形ながら、横ナデが顕著で細長い。

46～51ではさらに細長くなる。そして、５２～54では外

底面が膨らんでいる。47.48の内面にはミガキが残り、

後者はとくに平行する暗文風となる。また、５０の高台

内面には、回転糸切り離しの痕跡が残る。

５５～67は内黒の黒色土器椀である（図版１４－４)。

55～60は口縁部。いずれも口縁部外面を横ナデ調整し

て外反するが、５５は大きくＳ字状に外反し、５６は端部

をやや外方へ屈曲させる。６１～67は貼付高台をもつ底

部。６１～63は断面三角形の高台で、６４～66は端部にや

や丸みをもった断面三角形の高台。６７は細長い台形の

高台である。いずれも内面にミガキを施したとみられ

るが、残りは良くない。

６８～75は瓦器坑（図版１４－５)。６８～71は口縁部。

68は口縁部横ナデが明瞭でやや外反する。体部外面に

オサエ痕、内面にミガキがよく残る。７５の底部と同一

個体の可能性がある。６９．７０は外反が弱く、７０はやや

口径が小さい。７１は内湾して口縁部にいたり、そのま

ま端部を丸く収める。７２～75は貼付高台の底部。貼付

高台断面は、７２が比較的外に踏ん張った台形、７３は三

角形、７４は低平な台形。精良な瓦質の胎土で、内面の

ミガキも丁寧。７５は断面三角形ながら、高台径も小さ

く、貼り付けも丁寧でない、倭小化した高台。１３世紀

以降に位置づけられる。

７６～81は貿易陶磁器で、８１のみ青磁で他は白磁（図

版１４－６～８)。７６は薄い玉縁状口縁部の白磁碗Ⅱ類。

７７．７８は厚い玉縁状口縁部の白磁碗Ⅳ類。７９は碗体部

で､外面下半が露胎である。８０は削り出し高台の底部。

外面下半は露胎で、削り時の工具のアタリ痕が残る。

削り出しが浅く、見込みを凹ませる点で白磁Ⅳ‐１ｂ

類に類似する。８１は龍泉窯系Ｉ‐４類の青磁碗体部で

ある。外面には２条の沈線、内面には２条１単位の

片彫りの文様を施す。１２世紀中頃～後半。この他に、

DT48区で白磁体部小片１点、DV48区で白磁と龍泉窯

系青磁の休部小片各１点が出土している。

８２～88は須恵器｡82.83は坪身の受け部。８２は厚ぼっ

たく、やや高い口縁部をもつ。８４は平底の坪底部で、

休部は直線的にのび、底部は回転へラ切り。内外面に

火襟が認められる。８５は鉢口縁部片。８６は小型壷類の

－７０－
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図４４Ⅱ‐２－④層耕作土（b３．４層）出±遺物(2)（縮尺1/3）
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高台部。８７は壷の直線的な口縁部。端部は横ナデによ

りやや外反し、その端部は面をなす。８８は要口縁部。

外面に波状文および沈線文を施す。

８９は土師器高坪の脚柱部｡杯部と脚柱部は別造りで、

側面に粘土を補充して接合したと想定される。断面形

は不明瞭ながらも多角形を呈している。

９０はこれ鉢口縁部。端部を丸く収め、東播系Ⅱ‐２

|詫言一三三=胃、
マー

/(秀>ｧ、

Ⅱ－６Ⅱ‐２‐④層の遺構と出土遺物

－７３－

段階の口縁部と考えられる。焼成は軟質で、瓦質土器

に近似する。９１は底部で、焼成は軟質で著しく磨滅し

ているが、底面Iこへラ切りの痕跡が認められる。

９２は土師器空の口縁部｡外面は縦方向のハケ目の後、

ナデを施す。９３は土師器斐胴部片。外面横方向のタタ

キ調整。

９４は弥生土器の把手部。断面は楕円形を呈する。

図４５Ⅱ‐２－④層耕作土（b３．４層）出±遺物(3)一石器・鉄器一（縮尺1/３．２/3）

”
・
町|鶴§鱗鍵 9５－－ーくヘニニと二一〆

ロ

一与唖.、

０ ２０cｍ

9７

5cｍ

1０３

蜜#需簿舟逢
１００１９９１



DＸ４７

表６Ⅱ‐２－④層出土遺物観察表
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叉様・剥錐・色調・胎.:姉と”特徴

内外面Iﾛ:転ﾂー ･戸。外底而回転糸切り離し痕かⅧ外庇浅蛍但畿.､外底面灰黄褐色。徹細な府裟
陸7:,ずぼらに含む型

内外而同絃･』･デ外底面回娠糸切り鯉し摸Ｊ犬:'唯栖英･長1jの砂粒､赤色粒わずかiこ含む。

全匝磨滅・刈外卿淡犠色。織剥な.f『英・長ｲｆ，赤色救わずか:こ含む。

商倉荷辺横ナ,雲、１１面膳餓ｃにぶい蛍擬他、微細鍔我・曇行まばら:､嵩む

外面.二半識･デ、Ｆ,91端オサ桑、，人.而牌減:>灰令色画７:i災畏宥の砂錘わずかに奇む。

全而鴫城・外面判黄褐色、内面灰‘'1色I＞荷魂・是禰”砂瀧と爽'・卜の綱際わずかに含む二

文恢調鑑・色調・胎『苫などの蒋微

ﾀＩ･而横ヅデ、丸而ミガキか。外面灰;倶i色、丙而渋黄種色。梗英・畳石の砂壮、赤色粒わずか
に含む。

全面磨滅:外,ii淡赤勝也､内而跡匡~撒州!な石英長石わずかに霊ﾒテー

外而或ﾂー ヂ､内而癖減亨,内ﾀ|･Ikf憶色(赤彩>､断面にぶい藍澄色鱒織細象茄炎･艇荷わずかIと食む。

企画塔減。円外商ｲ率イ赤彩>、侭面りど]色。微細な詞英・長{『わずか畦含む

全而癖減｡,撒色尋微細糎淡・混恥わ･鋤､lﾆ含む。

内外而膳城.灰黄褐色｡撤剥な蒋英長万~〒亦雨多く含む。
全而磨滅,,灰‘．:色｡微細な7i異.嘩行燕燕わずかi長含む。

全而鰐滅。択直色。石英・陣iの砂‘位ｫ:ずか:ざ魚む②

全而嵯滅。灰.;ｆｉｌｏ職鋼象石炎・賎万わずか;f含む。

内外面談､ナデ、外而i鍔･ラ':.:よ｝〕多段。灰色。樹英・長衝の砂粒まｉＸらに含も
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全面磨滅、外哩面同種糸｛

『F空の詫城尚台。店外覇
‐‐‐‐‐‐‐-．‐‐．．．‐‐。‐．”‐ｰ・‐”萱・・産～ーロローニニー”ｑデ’ﾛ黒~品・雷ハ.－，つ』.･Ｐｕ’

膜.'空の柱状間弁。内外面同聴ー テ』外面l天茄色、砿.直I;こぷい撞色。揖英・曇1の砂泣、微細
騒雲鋒、赤色粒争く含む。

全面磨滅、外哩而同祇

全面磨滅、外睡而･-Ii鞭

全蔵磨滅、外底而lEl転糸切り灘ｉ"痕か。喝灰侭“‘f『英・長Z5･の砂粒まばらに含む。

全面蒋械、内面剥蒋.』外庇J前同種糸切り雛,痕か。鐙色。窟英・長fiの妙技、赤色粒まばら
に含む

内外面横･デ｡外噛釘回転糸切り離し擁。外面浅黄犠色・内而灰白色‘,をj典･鐸:の砂粒多
く含む。

全面鵬減､外底I麺壌糸切り離し痕｡灰･篇#仏石英.甥i”紅赤色粒多く含む。－~-

全面晦滅、高☆･AJ面椎色〈赤彩残存)､|城iT灰１１仇一石炎畳7.の砂睦､赤色1華ばらi月含む。

外面機ナデ､内１厘癖減･'外面浅黄･'豊乞､内而(二ぷい黄稀色。:Z;・英･長石の砂‘Ｉ型i縦,,局含む。
I断舎刷辺

らに含む

全面磨滅。外睡而1,il転糸切り離し痕か。外而雁.ぶい渦色､I恥i洩黄燈色､高今､､外底面祷色。
徹細なhi英・腿jj室ばら膳含む。

全面磨滅。挟:墨:色Ｊ微細な石英・長‘f男わずかiﾆ含む巳

全面晦滅｡渋iNi横救｡Z我･郵一･の砂粒､赤色粒ごく汚蝿11品含む｡

令向磨滅｡外~iT;Eぶい黄授色、.祖前沢色。７錘・長ｲ:の砂粒、亦色緋多く含む。｜

全面唯滅。l父ぃ魚．石英，壁可,の砂粒、赤色粒わずかに含む。

全面曜滅･外、淡黄仇、内面灰黄褐色。厳＃iＩい班蝶・長審わずか(こ含む

全曲磨滅。灰:‘:色邑行英・長荷の砂粒まぱ亀iﾆ含むａ

全面聯減，外､城確雀、内面浅錨澄色。牙；蕊・蛙7;の砂粒、赤色粒わずかに合も，

j･デ、｜Al面牌減。外塞iにぶい鐙色、内而褐灰色。蒋英蚤牙･の砂粒、赤色通叢ば

切り離し痕。内外面灰1ﾕ‘色､1芯英・長石の砂粒わずかに含む

糸切り離し摸か。灰白色１.ｆｉ英・長石の砂粒、赤色粒まばら!E含fｊ

”議し痕。灰Fi色。府英・長源の砂斌、赤色粒まばら(ﾆ含む。

椎ナラ'‐雄:色司諦災・長石の砂粒、赤色粒夫ばらに含む。
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群
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底部

外磁睦織､湖面識ﾅデ｡外面峡色、内甑灰:鰹,色｡両蕊･長ｨfの妙粒~細礁まIX胃~更霊此；
全面磨滅．外向浅黄桧色、内而蕊撞色．職細心石災・僅禰、赤色粒わずか雁含む。

全面堆減一（二ぷい楯１，．菰英・煙石の砂.粒多く含む，

底部

●
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底部

底部

傘師磨滅・外而灰白色､

外面磨滅、内荷枇ｆ･デ。』

J函に魂い俊也。石英・長打の砂救～細疎まばらIこ含む。

i･而灰1畠､色、：入揃漉･批澄色。打英・長石の砂粒わずかに含む
０ Ｒ３Ｃ

Ｒ3０

RXjO］

応諾０

】3278
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唖
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4６
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｡ｔ師器

.;:師器

･土師器

-土師器

粘師器

,耶

Ｌｉ,

坪

底部

底部

庇葡

鹿部

庇部

底部

全面磨滅.外唯I師il転糸し

外匝I端･デ､内獅麿滅。；
微訓を軒英，侭置か.ｼ童か

全面蒔減、外底面

全而踊帖、外底iIi

全

内』

内
砂

両嵯滅、内外墓･』デか。外唾而|画1札糸切}〕離し痕。Ｚ:.炎・長諦の砂粒まばらｋ,含む

而ｿー ヂ、外底旺睡転糸切り熊:デ狼。伏:典『色喝

ﾀ|而機ブデ、外底面回転糸切り離し痕＆外而Ｉ呈謎い黄楕色、内面灰黄褐色。｛:英・長万の
泣詩‘rら!r含む。

Ｅ|娠糸切り畷!"摸｡灰白趣一Ji災･漣.鵬の砂粒わずかに食む”
~■■ﾛ-ロー‐･~■=ー一一画産■ﾛ－耳一再釘一・・・■一口＝ー､~~"ﾛＰ■■~qdh毎哩

厘|雌糸切り隙:誤痕。灰;4i侭匝、微細なZ;､炎一jj〔石、赤色粒まばら;具含む：

iり雛:ご痕･外面黄擬色､内面灰黄色:,職細な:K1炎･長石.わずか;念む。

底面:口.転糸切り離し痕。外而黒褐色､内面灰黄褐色､断而灰;‘占色。
含む。

剖な7j災・長矛『多く念も．
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Ⅱ－６Ⅱ－２－④層の遺構と出土遺物
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Ⅱ‐２－⑥層上面の水田遺構を検出中に、その水田

面を切り込む遺構を一部検出し、その後の断面精査に

より、Ⅱ‐２－④層より下位で、Ⅱ‐２－⑤層内で掘り

込まれた遺構であることが明らかになった。なお、調

査区東部では、Ⅱ‐２－④層中にさらに水田面とみら

れる層界が一部認められ、この面が、調査区西部でⅡ

２－④層とⅡ‐２－⑤層の間の遺構に対応する可能性

もある。

ジョッキ形か。

９５～１０３は石器。９５は砂岩製の砥石。擦痕は明瞭で

ないが、４面とも平滑で砥面としての使用が窺える。

側面は鼓打の後、砥面として使用している。裏面には

集中的な敵打の痕跡が残る。被熱のためか一部黒変し

ており、破面には光沢が認められる（図版１５－１)。

96はサヌカイト製石錐。平基式で、比較的大きめの剥

離で全体を調整しているが、磨滅が著しい（図版15-

２)｡97～１０１はサヌカイトの剥片｡１０２は赤色頁岩製で、

カット面及び剥片削出痕から残核と考えているが、縁

辺部に調整剥離が認められ、石錐未製品の可能性もあ

る。103は赤色頁岩の剥片である。

１０４は鉄津で、７．０９を量る。

もあるが、一連の水田の広がりと認められる。

その水田耕作時期であるが、底部に回転糸切りを残

す土師器坪が安定的に認められること、土師器塊底部

の高台が細く高いものを含むこと、さらには白磁椀Ⅳ

類などから、１２世紀を遡ることはない。そして、瓦器

が畦部・耕作土とも一定認められ、その形態はむしろ

12世紀後半以降のものが多い。とりわけ、１３世紀に降

る可能性が高い、かなり倭小化した高台をもつ個体

が、畦畔部でも耕作土においても認められる（図42-

５・図44-75、図版１４－５)。また、１２世紀末葉から

13世紀前葉に位置づけられる龍泉窯系Ｉ‐４類青磁椀

も、白磁碗Ⅳ類とともに耕作土から出土している（図

44-81､図版１４－８)。したがって､中層水田の時期は、

12世紀末葉から１３世紀前半まで降る可能性もある。な

お、Ⅱ‐２－③層として掘りすぎた中にも、これ以降

の遺物はみられない。

(3)小結

まず、出土水田遺構自体、Ⅱ‐２－②層（上層水田）

ほどの鋤鋸が18次調査とはなく、一部掘りすぎた部分

７Ⅱ‐２－④層とⅡ－２‐⑤層の間の遺構と出土遺物

た。西側は、調査区外へと延び、確認した長さは、東

西約8.5ｍ・南北幅は80～100cm、深さは１２cm前後であ

る。方向は、わずかながら東側で南に振れ、１８次調査

で同様の層序で出土したSD-208・SD-209とほぼ平行

する。下層水田以降の耕作等により削平されてしまっ

た、一連の水田遺構の一端を形成したものとみられ

る。なお、その水田遺構に一部該当する可能性のある

面を、調査区東壁ではみられた。

埋土は、調査区西壁と、さらにもう２箇所で確認し

ている。土層観察l畦では、上部に、径１ｍｍの白色砂粒

を多く含み、小指先大の円喋も含む黄褐色砂質シルト

（①層）が広く堆積する。西側ではその下部に、さら

に径１～２mm前後の砂繰を多く含むオリーブ褐色砂質

(1)遣構

検出した遺構は溝SD-l50である（図46、図版５－

３)。ＤＸＤＹ４７区において検出され、東側は塑壕と

みられる撹乱で切られ、撹乱以東では検出できなかつ
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Ⅱ－７Ⅱ－２－④層とⅡ－２－⑤層の間の遺構と出土遺物
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千一二上二手 、 １０cｍ

１

図４７Ⅱ‐２－④層とⅡ‐２－⑤層の間の遺構出土遺物

（縮尺1/3）

シルト（②層）が厚い。調査区西壁では、①層と②層

を一括して、径１～３ｍの砂粒．砂牒を多く含む暗灰

黄色砂質土とした。東側では、最下部に目だった砂牒

を含まないオリーブ褐色砂質シルトの③層と、やや粘

性強<砂喋はほとんど含まない黄褐色砂質シルトの④

層が堆積している。

(2)出土遣物

SD-l50からは黒色土器、土師器、須恵器、弥生土器

などの細片が出土しているが、直接SD-150の時期を

示す遺物はない｡図化できたのは黒色土器１点のみ(図

47,表７)。内黒の黒色土器塊底部で、断面三角形の

高台を貼り付ける。

表７Ⅱ‐２－④層とⅡ－２－⑤層の間の遺構出土遺物観察表

側４７Ⅱ、２－①屑とⅡ‐２－⑤1Wの''11の遊櫛出:l逝物

迩物許号 出・:冒位世

挿図 実測 取：告 層位 逝捕・地区
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種別 器極
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文雌一謎整・鴬調・胎ｌなどの蒋徴

底部 全面濡減口外、峡直色、内卿暗灰色‘’７:典・僻.の砂粒、赤色粒まばらiﾆ含むョ

収納
番諒

1０

８Ⅱ-2-⑤層（下層水田覆土）と出土遺物

調査時にＣｌ層としたⅡ‐２－⑤層は、下層水田の覆

土層である。Ⅱ‐２－④層の下部の、径１ｍｍ前後の砂

粒を多く含む黄褐色砂質シルトで、鉄分の沈着により

明黄褐色を呈する。出土遣物には、中世の土師器、瓦

器、陶磁器の他、それ以前の土師器、須恵器、瓦、弥

生土器や、石器、鉄器がある。これらは、Ⅱ‐２－①．

③層同様、上部は城北団地区割にしたがい５ｍ区画で

遺物を取り上げ、水田畦畔検出後には水田区画単位で

遺物を取り上げた。前者をⅡ‐２－⑤層上部、後者を

Ⅱ‐２－⑤層下部とし、石器・鉄器については、上部

と下部を一括して報告する（表８)。なお調査区北東

部では、Ⅱ‐２－⑤層下でSR-301-②層となり、同層出

土遺物が取り上げ時に混じった可能性がある。

(1)Ⅱ‐２－⑤層上部出土遺物

Ⅱ‐２－⑤層上部出土土器からは１５点を図化した（図

48、図版１５－３～５)。１１．１２以外は土師器である。

ｌ～１０は土師器の坪・坑類（図版１５－３)。１は端

部を内面に丸く巻き込み、体部外面に横方向のミガキ

を施す坑口縁部。２は底部からそのまま内湾気味に立

ち上がる平底の坪。底部には板目状圧痕が残る。３。

４は円盤状に厚い坪底部。５は小型の坪底部。６は口

縁部と底部が直接接合しないが、胎土と焼成から同

一個体と判断した椀。口縁端部内面には微弱ながら稜

線があり、底部は三角形状の貼付高台を有する。７～

10は塊底部。７は断面三角形、８は方形状、９は横ナ

デによりやや高く細くなった三角形状の貼付高台をも

つ。１０は丸みを帯びて薄い三角形状の貼付高台で、ゆ

がみもある。形態的には瓦器とみられるが、胎土は粗

く、内面樟色で、土師器とした（図版１５－４)。

１１は内黒の黒色土器塊底部｡高台部分を欠失するが、

貼り付け面に接合のための沈線が認められる。１２は瓦

器塊底部。オサエによる体部の凹凸が著しく、脆弱な

貼付高台を有する（図版１５－５)。

１３～１５は土師器蕊。１３は口縁部で、直線的にのび

て端部は面をなす。１４．１５は胴部で、傾きは任意。１４

は外面に不定方向のハケ目で胎土が粗い。１５は外面に

横方向の平行タタキ、内面に縦ハケ目を施す。

(2)Ⅱ‐２－⑤層下部出土遺物

Ⅱ‐２－⑤層下部出土土器からは38点を図化した

(図49、図版１５－６）。先記したように、このうち

－７８－



~ミノ′

SX－２０７．２０９．２１０上部には、SR-301-②層の遺物が紛

れ込んでいる可能性がある。

１～２１は土師器。１は体部外面にはオサエ痕が残

り、口縁端部が外反し、器壁が薄いなど、瓦器に類似

した形態・調整の坑口縁部。ただし、浅黄燈色の胎土

に橿色の塗彩を内外面に施す。２．３も坑口縁部で、

２は横ナデのため口縁端部付近がわずかに外反する。

３は口縁端部をわずかに外方に屈曲させる。４は内外

面に横方向のミガキを施す塊体部。中位に微弱ながら

稜線があり、内面は薄いながらやや黒みもあり、内黒

の黒色土器の可能性もある。５～８は平底の坪。５は

底部付近の横ナデにより、底部からわずかに立ち上が

り、反転して直線的に外傾する体部にいたる。底面は

回転へラ切り離し。６は底部からそのまま内湾気味に

立ち上がる。７．８は灰白色の胎土に燈色の塗彩を施

す。９～１２は円盤状高台の坪底部。９は外面に薄く橿

色の胎土を用いている。１３．１４は小皿で、底部回転糸

切り離し。１４は口縁部内面に、にぶい橿色の塗彩が残

る。１５～21は貼付高台を有する塊底部。１５は断面三角

形状、１６～18はやや丸みを帯びた台形状、１９は長く細

い台形状、２０．２１は細長い三角形状の高台である。な

お、２１は灰白色の胎土を外面側に、赤穫色の胎土を内

面側に用いている。

２２～27は内黒の黒色土器の塊。２２．２３は口縁部。横

ナデにより、２２は明瞭に、２３はわずかに口縁端部が外

反する。２４～２７は、いずれもやや丸みを帯びた三角

形状の貼付高台をもつ底部。２８．２９は内外面に黒色処

理を施した両黒の黒色土器。２８は口縁部を横ナデによ

り大きく外反させる。２９は底部。

３０～32は瓦器｡30は横ナデにより口縁部外面が凹み、

端部を丸く収める坑口縁部。３１は端部を尖り気味に収

める坑口縁部で、横ナデによりわずかに外反し、指オ

サエにより外面下半が凹む。３２は塊底部で、高台端部

を欠損しているが、残存部から断面方形状とみられ

る。胎土は精良で、内面には一定方向の散発的なミガ

キが２条ｌ単位で施されている。

３３は土師器要口縁部。口縁部で短く屈曲外反する。

３４～37は須恵器。３４は坪口縁部で、端部をやや外方

に屈曲させて尖り気味に収める。３５．３６は平底の杯底

部。３５の器壁は４mm程度と薄い。３６の底面は回転へラ

切り。３７は大型の底部で、底部から緩やかに湾曲して

休部へいたる。盤の底部片とみられる。

３８は須恵質陶器の尭胴部片。傾き・天地は任意。外

面に平行タタキで、内面は青海波文をナデ消す。

(3)Ⅱ‐２－⑤層出土石器

Ⅱ‐２－⑤層出土の石器からは３点を図化した（図

50)。１．３が上部、２は下部出土。１は白く風化し

、
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図４８Ⅱ‐２－⑤層（Cl層）上部出土遺物（縮尺1/3）
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R40053

た安山岩質の石倣。剥離は縁辺部にとどまり素材面を

大きく残しているが、磨滅のため素材面の剥離等は観

察できない。平基式（図版１５－７)。２は石雛未製品

と考えられる。サヌカイト製。横長剥片を用い、腹面

右側は細かい剥離により刃部を作り出しているが、左

側は刃部を形成していない部分があり、背面はほとん

ど調整されていない。３はサヌカイトの剥片。

ておらず、回転糸切りは土師器小皿に１点みられるの

み。土師器塊や内黒黒色土器塊の高台形状からして

も､１２世紀前半頃までに収まるとみられる。ところが、

上部でも下部でも、比較的安定して出土する瓦器坑に

ついては、Ⅱ‐２－④層で指摘したと同様に、むしろ

新しい様相が認められる。とりわけ、上部出土の瓦器

坑（図48-12）は高台が微弱で、身の開きが大きく、

１３世紀に降る可能性が高い。瓦器様の土師器塊（図48

-10）も同様である。下層水田の埋没は、１３世紀代ま

で降る可能性も考えられる。

(4)小結

Ⅱ‐２－⑤層からは、白磁などの貿易陶磁は出土し

表８Ⅱ‐２－⑤層出土遺物観察表
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９Ⅱ-2-⑥層（下層水田）の遺構と出土遺物

Ⅱ‐２－⑥層は、にぶい黄色から黄褐色シルトで、

径１～20mm前後の円喋を少量含む。上部のⅡ‐２－⑤

層に比べて、砂粒・砂喋の割合は少なく、調査段階

での区分は比較的行いやすかった。ただし、以下の

SR-301-①層とは、調査段階では、撹祥を受けた上部

10cm前後をⅡ‐２－⑥層、以下の顕著な撹拝のみられ

ない土層をSR-301-①層として掘り分けを行ったが、

土層図ではSR-301-①層と一括してしまっている。ま

た、東部のⅡ‐２－⑥層は、１ｍｍ前後の砂粒層を斑状

に含み、径５～20mm前後の砂操を多く含み、より砂質

が強い。そして、ＤＱ４８．４９、DR49区を中心とした調

査区北東部では、Ⅱ‐２－⑥層が存在せず、Ⅱ‐２－⑤

層下でSR-301-②層が出土する。

(1)遺構

Ⅱ‐２－⑤層掘り下げながら、畦畔で区画された水

田遺構を検出した。概ね方形の水田区画が整然と並

ぶ。大きくは、SD-211を挟んで東西に分かれ、東側

をSS-201～210、西側でSS-212～234とした。ただし、

調査区東端部ではⅡ‐２－⑥層自体砂質が強いこと、

そして当初予想していた畦畔が最終的には認められな

かったことから、水田面ではないと判断した。SD-211

の東側で水田面は東西１～３列となり、水田面と予測

していたＳＳ－２０７．２０９．２１０は、番号と該当地区名を残

して、ＳX－２０７．２０９．２１０とした。結果、検出した遺構

は水田30面と溝１条、それとＳＸ－２０７．２０９．２１０であ

る（図４８．４９、巻頭図版２、図版６～８)。
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Ⅱ－９Ⅱ－２－⑥層の遺構と出土遺物
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図５１２５次調査。１８次調査のⅡ‐２－⑥層（下層水田）出土遺構配置図（縮尺1/300）

①水田ほか

Ⅱ‐２－⑥層上面で認めた水田は30枚。SD-211を挟

んで東西に２分されている。南東から北西方向へと傾

斜するが、比高差は最大10cm程度に過ぎない。

[SS-201］

調査区南東隅部のDQ46区に位置する。検出時には

SS-201としたが､調査進行に伴い一度はSX-201とした。

しかし、東壁土層において、Ｘ=94129.2ｍ前後の位置

でl畦畔とみられる盛り上がりがみられ、それが西側の

SS-202.205間の東西方向畦の延長にほぼ位置するこ

とから、再度水田面として認識することとした。それ

でも、耕作土自体、かなり砂質が強い。

束半分は塑壕とみられる撹乱等が残り、水田面の残

存範囲は三角形状｡西側はSS-202との間に幅60cm前後、

比高差２cm程度の畦畔により画され、東側と南側は調

査区外に広がる。北側は西隅部で一部畦畔が認めら

－８３－



れ、東西４ｍ以上・南北５ｍ以上の大きさとなる。水

田面は標高25.98ｍ前後。ただし、南壁土層ではⅡ‐２

－⑥層が高く、掘り下げすぎた可能性が高い。

SS-204との間の畦畔が東側で切れており、幅50cm以

上の水口がある。ほとんど比高差はないが、SS-201か

らSS-204へと配水したとみられる。

[SS-202］

SS-201の西隣、DR46区に位置する。南側は調査区

外へと広がり、東西約2.5ｍ・南北4.5ｍ以上を測る。

東側SS-202との間は幅60cm前後､高さ３cm程度の畦畔、

西側SS-203とは幅45cm前後、高さ２cm程度の畦畔、北

側SS-205と幅60cm前後、高さ３cm程度の畦畔で、それ

ぞれ画されている。水田面は標高2595ｍ前後。

西側SS-203との間の畦畔には、幅約60cmの水口が

開くが傾斜はほとんどない。また、北西隅部には、

SS-205との間に水口が認められ、これもほとんど傾斜

がない。幅約35cm･埋土は基本的にⅡ‐２－⑤層に等

しく、暗灰黄色の砂質土。径１mmの砂粒を少量、砂質

土をラミナ状に含み、やや粘性も伴う（図５３－１)。

[SS-203］

SS-202の西、ＤＲ・DS46区に位置する。１８次調査下

層水田SS-306と同一の水田とみられ、東西約４ｍ・

南北10ｍを測ることになる。２５次調査区内では、東

側SS-202とは幅45cm前後、高さ２cm程度の畦畔、西側

SD-211との間に幅40cm前後、高さ２cm程度の畦畔、北

側SS-206との間に幅60cm前後、高さ２cm程度の畦畔が

設けられている。水田面は標高25.95ｍ前後。

東・西・北各畦畔に水口を確認している。東畦畔の

水口は､先にSS-202で述べた。西側SD-211との間には、

幅約120cmの水口がある。SD-211側に傾斜′し、埋土は

基本的にⅡ‐２－⑤層に等しく、オリーブ褐色砂質土。

径１～２mmの砂粒をやや含み、ラミナ状に砂質土を多

く含み､砂質が強い。SD-211への排水が考えられる(図

５３－２)。北側SS-206との間の畦畔西寄りにも、幅約

50cmの水口が設けられる。わずかにSS-206側に傾斜し、

SS-203からSS-206への配水が考えられる。埋土は基本

的にⅡ‐２－⑤層に等しく、オリーブ褐色砂質土。径

ｌ～２mmの砂粒をやや含み、砂質土がラミナ状に混じ

り、しまりがややある（図５３－３)。

[SS-204］

DQ47区に位置する。検出時にSS-204としながら、

調査段階では、耕作土層の砂質が強く、畦畔による区

画も認められなかったため、SX-204としていた。しか

し、東壁土層において、Ｘ=941326ｍ付筆近でI畦畔とみ

られる盛り上がりがみられ、それが西側のＳＳ-205.

208間の東西方向畦畔の延長にほぼ一致することから、

再度水田面とした。ただし、西側SS-205との間は璽壕

による撹乱が及び、南側も撹乱が大きい。そのため、

この塑壕以東の南北３ｍ前後の広がりを復元できるに

過ぎない。

[SS-205］

SS-204の西隣のDR47区に位置する。上述したよう

に､SS-204との間には撹乱を挟み､畦畔等の詳細不明。

SS-204と同じ水田面の可能性もある。西側SS-206との

間に幅40cm前後、高さ２cm前後の畦畔があり、南側は

幅60cm前後､高さ３cm程度の畦畔､北側も幅50cm前後、

高さ３cm前後の畦畔で画され、東西推定約４ｍ、南北

約３ｍを測る。水田面の標高は25.95ｍ前後。

西畦畔は南端が切れ、SS-206との間に水口が設けら

れている。SS-205側が高く、SS-205からSS-206への配

水が窺える。埋土は基本的にⅡ‐２－⑤層に等しく、

暗灰黄色砂質土。径１mm前後の砂粒を少量含み、砂質

土がラミナ状に混じる。やや粘性がある(図５３－４)。

また、残存する北畦畔の両側が水口とみられる。こ

のうち東側は狭い範囲で詳細不明。西側は隅部に位置

し、SS-208との水口部である。傾斜から、SS-205から

SS-208への配水と考えられる。埋土は基本的にⅡ‐２‐

⑤層に等しく、暗灰黄色砂質土。径１mm前後の砂粒を

含み､砂質土がわずかに混じり、シルト質がやや強く、

しまりがある（図５３－５)。

[SS-206］

ＤＲ・DS47区に位置する、東西約3.5ｍ・南北約３ｍ

の水田。東側は幅40cm前後、高さ２～３cInの畦畔で

SS-205と画され、西側は幅35～４５cm、高さ２～３clnの

断続的な|畦畔がSD-211との間にあり、北側は幅50cm、

高さ２～３cmの畦畔により､SS-208と区画されている。

水田面の標高は、25.95ｍ前後◎

東側畦畔は南端で水口となるが、これについては

SS-206で既に述べた。西側は、畦畔が３箇所で途切

れている。南から南水口、中水口、北水口とする。

南水口は幅約45cmで、SD-211側に傾斜し、SS-206から

SD-211への排水部とみられる。中水口は幅約１５ｃｍと狭

く、傾斜･はあまりない。北水口は幅約25cmで、やはり

あまり傾斜･はみられない。埋土はいずれも、Ⅱ‐２‐

⑤層に等しく、オリーブ褐色砂質土。径ｌ～２mmの砂

粒を少し含み、砂質土がラミナ状に混じり、砂質がや

－８４－
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１２，
－２６．００ｍ

の存在が復元され、西側はSS-208との間に幅約50cm、

高さ３cm前後の畦畔があり、この畦畔南端には水口

部が想定されるが、詳細は不明。以上からSS-208の

東隣部分は水田外と判断し、およそＤＱ・DR48区を

SX-207として、呼称を残すこととした。

[SS-208］

ＤＲ・DS47区を中心に位置する。東西５ｍ弱、南北

約55ｍを測る。東側は幅約50cm、高さ３cm前後の畦

畔でSX-208と、西側は幅50cm前後、高さ３cm前後の

|畦畔でSD-211と画されている。南北も､南側は幅50cm、

高さ３cmのＩ畦畔によりＳＳ-205.206と画され、北側幅６０

cm前後、高さ３cm前後の畦畔でSX-210と画されてい

る。水田面の標高は25.95ｍ前後。

SS-207との水口部は詳細不明。ＳＤ－２１１とは西側I畦畔

や強い（図５３－６～８）。

北側畦畔は､両側でSS-208との水口部となっている。

ともにSS-208側に傾斜･し、SS-206からSS-208への配水

が窺える。東水口は北東隅部に位置する。埋土はⅡ‐

２－⑤層に等しく、暗灰黄色砂質土。径ｌ～３mmの砂

粒・砂喋を少し含み、砂質土がラミナ状に混じる。シ

ルト質もやや混じる。西水口は幅20cm弱。埋土はⅡ‐

２－⑤層に等しい暗灰黄色砂質土。径１ｍの砂粒を少

し含み、砂質土がラミナ状に少し混じるが、シルト質

がやや強い（図５３－９．１０)。

[SX-207］

当初、SS-208の西側に水田面を想定してSS-207とし

ていたが、耕作土自体砂質が強く保水性が低く、北側

に畦畔が確認できない。南側は、SS-204との間に畦畔

１：ＳＳ－２０２．２０５水口

１

２：SS-203・ＳＤ－２１１水口

２ ２，
－２６．００ｍ

'’
－２６．００ｍ

－８７－

図５３Ⅱ‐２－⑥層（下層水田）に伴う水口部土層図(1)（縮尺1/20）
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の南端が途切れ、水口部となる。幅約80cmで、底面が

若干凹むが、水田面との傾斜はほとんどない。埋土は

Ⅱ‐２－⑤層に等しく、オリーブ褐色砂質土。径１～

２mmの砂粒を含み、砂質土をラミナ状に多く含み、

砂質が強い。鉄・マンガン分の沈着がある（図５３－

１１)。北東隅部は、SX-209との水口部となる。傾斜は

ほとんどない。埋土はⅡ‐２－⑤層に等しいが、上下

に分かれ、上部の①層が中央部で深い。暗灰黄色砂質

土で、径１～２ｍの砂粒をやや含み、砂質土をラミナ

状に多く含む。シルト質土も少し含み、粘性がややあ

る。下部の②層は暗灰黄色砂質土。①層に比べてシル

ト質土の混じりが少ない（図53-12)。さらに、北畦

畔の西端が約40cm途切れ、SX-210との水口部となる。

傾斜はSX-210側である。埋土はⅡ‐２－⑤層に等しい

暗灰黄色砂質シルト。径１～３ｍの砂粒･砂喋を含み、

しまりがややある（図53-13)。

[SX-209］

調査区北東隅部に水田面を想定してSS-209としてい

た。しかし、東壁・北壁土層でⅡ‐２－⑥層自体が認

められず、当初南側を画すとしていたI畦畔も確認でき

なかった。西側も、平面調査では幅約50cm、高さ３～

５cmの畦畔が存在するとしたものの、北壁土層でのⅡ

‐２－⑥層の不在から、下部のしまりのある砂質土を畦

畔と誤認したとみられる。またそのため、掘り下げす

ぎている。以上から、SS-209とした範囲は水田外と判

断し、SX-209の呼称を残すこととした。

[SS-210］

DR49区を中心に水田SS-210を当初想定していた。

しかし、Ⅱ‐２－⑥層が広がらず、東側畦畔も誤認の

可能性が高いことは上述した。水田面とした標高も、

25.94ｍ前後と低く、掘り下げすぎている。以上から、

水田外と判断し、範囲の呼称としてSX-210を残すこ

ととした。

南側は幅60cm前後、高さ４cm前後の畦畔がSS-308と

の間にあり、東西両側が水口として開く。詳細は既に

SS-208で述べた。東側は、北側畦畔は誤認としたもの

の、撹乱南側で一部畦畔を認め、水口も開く。幅約５０

cmで、SX-210側に傾斜する。埋土はⅡ‐２－⑤層に等

しく、オリーブ褐色砂質土。径１～３mmの砂粒・砂喋

をやや多く含み、砂質土がラミナ状に多く混じる。シ

ルト質土の混じりは少ない(図53-14)｡そして西側は、

畦畔を挟んでSD-211を控えるが、SD-211との水口は

残らない。SX-210からSD-211へと通水する水口が撹

乱部に存在した可能性が高い。

[SS-212］

SD-211の西、ＤＴ４６区に位置する。１８次調査下層水

田SS-310と同一の水田で、東西約５ｍ・南北７ｍを測

ることになる。２５次調査区内では、東側SD-211とは

幅50～７０cm、高さ１cm程度の畦畔、西側SD-213との

間は幅40cm前後、高さ２cm前後の畦畔、北側SS-217と

の間に幅60cm前後、高さ１cm程度の畦畔が設けられて

いる。水田面は標高25.98ｍ前後。

水口は各辺にある。東畦畔は北端付近で幅約20cmの

水口を設け、SD-211側に傾斜蟻する。埋土は暗灰黄色の

砂質土で、径１mmの砂粒をやや含み、砂質土がラミナ

状に混じる。しまりと粘性がややある（図54-15)。

西畦畔は北端付近で途切れ、幅約45cmの水口とする。

わずかながらもSS-213側に低い。埋土は暗灰黄色砂質

土で、径１ｍｍ前後の砂粒を少量含み、細かい砂質土が

ラミナ状に混じる。上層からの鉄・マンガン分の沈着

が斑状にみられ､やや粘性を伴う（図54-16)。そして、

北畦畔もやや西寄りに幅20cm程の水口があり、ここで

は３cm以上の段差でSS-217が低くなっている｡埋土は、

西畦畔水口部に同じ暗灰黄色砂質土（図54-17)。

[SS-213］

SS-212の西隣、ＤＵ・ＤＶ４６区に位置する。１８次調査

下層水田SS-312と同一の水田で、東西約８ｍ・南北９

ｍを測る、やや歪な平行四辺形である。東側SS-212と

は幅40cm前後、高さ２cm前後の畦畔、西側SS-214との

間は幅50cm前後、高さ３cm前後の畦畔、北側ＳS-218.

219との間は幅60cm前後、高さ１cm程度の畦畔で区画

されている。中央部に南北方向の撹乱が残り、これ以

北では、同じ幅が東西２枚の水田面に分割されてお

り、SS-213も２枚の水田面を一括している可能性が残

る。水田面標高も、１８次調査では撹乱を挟んで同じで

あったが、２５次調査区では、撹乱東側が標高25.98ｍ

前後､西側が25.97ｍ前後と、１cm程度の差がみられる。

北畦畔には水口がみられないが、東西には水口が設

けられている。東畦畔の水口については、SS-212の項

で既に述べた。西畦畔の水口は、畦畔北端部に位置

し、幅約70cm・中央部がわずかに盛り上がるが、全体

にSS-213側に傾斜している｡埋土は上下に２分できる。

①層はⅡ‐２－⑤層に等しく、黄褐色砂質シルトで、

径１mm前後の白色砂篠を少量含む。下部の②層は黄褐

色シルトで、部分的に撹乱再堆積したⅡ‐２－⑥層と

みられる（図54-18)。

－８８－



[SS-214］

SS-213の西隣、ＤＶ・ＤＷ４６区に位置する。１８次調査

下層水田SS-316に対応し、東西約4.5ｍ・南北７ｍの

平行四辺形となる。東側SS-213とは幅50cm前後、高さ

３cm前後の畦畔、西側SS-215との間は幅55cm前後、高

さ１cm前後の畦畔で画され、塑壕とみられる撹乱で幅

不明ながら、北側にも高さ３cm前後の畦畔が存在した

とみられる。水田面は標高27.98ｍ前後◎

東|畦畔の水口については、既に述べた。西l畦畔も中

央部で水口が設けられているが、塑壕による撹乱で

幅・埋土の詳細不明。北畦畔の水口も不明。

[SS-215］

SS-214の西側、ＤＸ・ＤＹ４６区に位置する。１８次調査

下層水田SS-317に対応し、東西約７ｍ・南北約９ｍを

測ることになる。東側SS-214とは幅55cm前後、高さ１

cm前後の畦畔、西側SS-216との間は幅45cm前後、高さ

４cm前後の畦畔で画され､北側SS-221とは幅50cm前後、

高さ３cm前後の畦畔で、それぞれ区画されている。水

田面は標高2796～97ｍ・

東畦畔の水口は先述したが、西側と北側にそれぞれ

水口が開く。西畦畔の水口は、塑壕際で幅30cm程度が

確認できるだけで、埋土等詳細は確認していない。北

畦畔の水口はやや西寄りにあり、幅約80cm・西側で少

し北にずれ、やや段違い状である。断面はSS-221側

に傾斜する。埋土はⅡ‐２－⑤層に等しい、径１mm前

後の小指先大の円喋を含む黄褐色砂質シルト（①層）

で、下部に撹乱再堆積したⅡ‐２－⑥層にあたるにぶ

い黄色シルトが部分的にみられる（図54-19)。

[SS-216］

調査区南西端、DY46区で出土した。２５次調査下層

水田SS-215の西側にあたるが、検出した畦畔の延長

に塑壕等による撹乱が及んでいたため、１８次調査では

SS-317に含まれている。検出したのは､東西幅075ｍ、

南北9.75ｍ程の範囲で、東側を幅45cm前後、高さ４ｃｍ

前後の畦畔で、北側を幅約40clm、高さ４cm前後の畦畔

で区画されている。水田面の標高は、27.96ｍ前後。

[SS-217］

SS-212の北、DT47区に位置する。東側のSD-211と

の間には幅50～65cm、高さ４cm程度の畦畔、西側の

SS-218とは幅50cm前後、高さ３cm程度の|畦畔があり、

南側もSS-212との間に、幅60cm前後、高さ４cm程度の

畦畔、北側SS-223とは幅40～50cm、高さ約５cmの畦畔

で区画されている。SS-217南東隅部でSD-211がクラン

Ⅱ－９Ⅱ－２－⑥層の遺構と出土遺物

ク状に東側に流れを移動させるため、SS-217は南東隅

部が凹んだ格好で、東西約5.5ｍ、南北約４ｍを測る。

水田面の標高は、約2595ｍ。なお、南畦畔から西畦

畔際がＬ字状にわずかながら低くなっており、通水状

況を反映したとみられる。

水口は各辺に認められる。南畦畔の水口について

は、既にSS-212で述べた。東畦畔は、南端付近に幅

約50cmの水口が開き、SD-211側に傾斜して、SS-217か

らSD-211への排水が窺える。この水口の埋土は暗灰

黄色砂質土で、径１～２mmの砂粒をやや含み、砂質土

がラミナ状に少量混じる。ややシルト質が強い（図54

-20)。西畦畔は中央部が約35cm開き、傾斜はわずか

ながらSS-218側が低い。埋土は暗灰黄色砂質土で、

径１ｍｍの砂粒を少量含み、砂質土がラミナ状に混じる

が、粘性が高い（図54-21)。

北畦畔は、北東隅部が途切れ、SD-211とSS-217へ

と連なる。西半は|畦畔を検出できず、SS-223との間が

大きく開いた状況である。ともに、SS-223との関係に

ついて土層観察を行った。北東隅部は、ほとんど傾斜．

がなく、むしろ畦畔の高まりの潜り込みにより、途中

が馬の背状に高まる。ＳS-217.223間の配水より、と

もにSD-211との通水を意図した水口と理解できる。

埋土は、オリーブ褐色砂質土で、径ｌ～５mmの砂粒・

砂喋を含み、砂質土がラミナ状に少量混じり、砂質が

強い。また鉄・マンガン分の沈着が見られる（図54-

22)。西側は、約25ｍに渡って畦畔がない。ただし、

SS-223側への傾斜･がみられ、SS-217からSS-223への配

水が窺える。この部分の埋土は暗灰黄色砂質土で、径

１～２mmの砂粒を少し含み、砂質土がラミナ状に少し

混じり、砂質が強く、しまりがある（図54-23)。

[SS-218］

SS-218はDU47区に位置する。南側は幅60cm前後、

高さ３cm程度の畦畔があり、北側はSS-224との間に、

幅50cm弱、高さ４cm前後の畦畔で画され、ともに水口

が開かない。東側は中央部に水口があるものの、以外

は南北畦畔からＬ字状に連続して、幅50cm前後、高さ

３cm程度の畦畔で明確に区画されている。これらに対

し残る西側は、南北畦畔から離れ、しかも２単位に分

かれる。ともに幅50cm弱、高さ約４cmである。結果、

やや歪ながら約８ｍ四方の平面形となる。水田面標高

は約25.94ｍ。

東西と南北の畦畔の差は、これ以南が西隣の水田面

まで１面としていたのに対し、ＳS-218.219以北で２
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面に東西に分割したために生じたと考えられる。

東畦畔水口については先述した。西畦畔は南北３箇

所に水口が開く。南側は幅約25cm、中央部は75cm、北

部は約50cmである。中央部水口ではSS-219側に傾斜し、

SS-218からSS-219への配水が窺える。埋土は暗灰黄色

砂質シルトで、径１～２mmの砂粒をやや多く含み、砂

質土がラミナ状にやや多く混じる。ただし粘性も伴う

（図54-24)。

[SS-219］

ＤＵ・DV47区に位置する。南側は幅60cm前後、高さ

１cm程度の畦畔でSS-213と区画され、東側は先述した

ように、断続的ながら幅50cm弱、高さ約４cmの畦畔で

SS-218と画される。西側は幅約60cln、高さ４cm前後の

畦畔があり、北側も幅約50cm、高さ４～５cmの畦畔で

画され、水田面は東西約3.5ｍ、南北約４ｍ，水田面

標高25.94ｍを測る。
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東畦畔の水口については既に述べた。南畦畔につい

ては、西端が撹乱で不明であるが、ここに水口が存在

した可能性は高い。北畦畔は東端が明確に水口となる

が、西端の詳細は、撹乱で不明なところが多い。ただ

し、対する畦畔の隅部が途切れ、ＳS－２１９．２２０．２２５．

２２６が水口で連なっていた状況が想定できる。北畦畔

東水口部は推定幅約70cm・わずかながら、SS-225側に

傾斜･する。埋土は、オリーブ褐色砂質シルトで、径１

～２mmの砂粒を少量含み、砂質土がラミナ状に少し混

じるが、シルト質がやや強い（図54-25)。

[SS-220］

SS-219の西隣、ＤＶ・ＤＷ４７区に位置する。南側は南

東隅の|畦畔が一部残るのみで詳細不明。Ｘ=94130のラ

イン付近に存在したと推測される。東側は幅約60cm，

高さ３cm前後の畦畔でSS-219と区画される。西側は

北半が撹乱で不明ながら、南半に幅50cm以上、高さ約
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４cmの畦畔が存在する。そして、北側は幅50～６０cm，

高さ約３cmの畦畔がSS-226との間にある。水田面は、

東西約45ｍ、南北約45ｍを測り、標高2595ｍである。

SS-220が東西のＳＳ-219.221に比べて水田面が高い

ことから、南畦畔にはSS-214からの配水用の水口が

存在したはずである。また、西畦畔は北半が撹乱で不

明ながら、その残存端部が水口の一端であるとみられ

る。北畦畔には、東端と中央部の２箇所の水口が認め

られる。前者は幅約50cmoSS-225側への明瞭な傾斜が

認められる。埋土はⅡ‐２－⑤層に等しく、黄褐色砂

質シルトで、径１ｍｍ前後の砂粒を少量含み、斑状に黄

褐色を呈する（図54-26)。後者は幅約35cm。やはり

SS-226側へ傾斜会する。埋土はⅡ‐２－⑤層に等しい黄

褐色砂質シルトで､径１mmの砂粒を少量含む（①層)。

その下部SS-220側に、にぶい黄色シルトの②層が部分

的に認められる（図54-27)。

[SS-22n

DX・DY47区を中心に広がる。南部にSD-150の撹

乱が残り、東側も撹乱で畦畔の大半が不明。南側は

SS-215との間に、幅50cm前後、高さ５cm前後の畦畔が

あり、東側でも南半には幅50cm以上、高さ約５cmの畦

畔が残る。そして､西側は幅50cm前後､高さ約４cmの、

北側は幅約55cm、高さ２cm前後の畦畔で画され、水田

面の広がりは、東西約８ｍ、南北約５ｍとなる。水田

面標高は25.95ｍ弱。

南側畦畔のやや西寄りに水口が開くが、これは既

にSS-215で述べた。東側は北端が開き、SS-221から

SS-226への配水が窺える。西側は水口が認められない。

そして、北辺は２箇所の水口が確認できた。東側は幅

約75cm。この西側約１ｍの畦畔を挟んで、西側の水口

となる。幅約30cm。ともに、傾斜はほとんどない。埋

土も、ともに①層と②層に分かれる。①層はオリーブ

褐色砂質シルトで､径１mm前後の砂粒を含む。②層は、

SS-221側に堆積するとともに、一部SS-227側の下部に

もみられる。オリーブ褐色シルトで、径１ｍｍ前後の砂

粒を含む（図５４－２８．２９)。

[SS-222］

SS-222は調査区西端部で検出した。東側のSS-221と

は幅50cm前後、高さ約５cmの畦畔で明確に区画される

が、その西側で水田面が確認できたのは、東西幅50ｃｍ

前後。その幅でも、南側は幅約40cm，高さ４cm前後の

畦畔が認められたのに対し、北側は確認できなかっ

た。しかし、水口部分に相当する可能性が高いと判断

－９１
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して、ＳS-221.227間畦畔の西側延長部分で、南北に

水田面を分割することとした。水田面の標高は25.94

ｍを測る。

[SS-223］

SS-223はSS-217～222の並びの北側列、SD-211に接

する最東部の水田。ＤＳ・ＤＴ４８区に位置する。南側東

半は幅40～50cm、高さ約５cmの畦畔でSS-217と区画さ

れ、東側SD-211との間に幅50～60cm、高さ２～３ｃｍ

の畦畔がある。また、西側は幅60cm前後、高さ約３ｃｍ

の畦畔でSS-224と、北側は幅50cm前後、高さ２～３ｃｍ

の畦畔でSS-229と区画されている。結果、水田面は東

西5.5～6.0ｍ、南北約5.5ｍを測り、標高は25.95ｍ前後。

SS-217との水口部は、既に述べた。SD-211とは南東

端部で、SS-217とも共有する幅約90cmの水口がある。

SD-211側に傾斜があり、ＳS-217.223からSD-211への

排水が主に窺える。埋土はオリーブ褐色砂質土で、径

ｌ～２mmの砂粒を含み、砂質土がラミナ状に混じり、

砂質が強い。また、鉄・マンガン分の沈着がある（図

55-30)。西畦畔は南北がそれぞれ途切れ水口となる。

南は幅約70cm、北は幅約80cmで、いずれも傾斜･は、

SS-224側である。北側畦畔は、塑壕による撹乱が残り

全容を残さないが、中央部が途切れ、幅80cm以上の水

口となる。現状でSS-229側に傾斜し、SS-223から229

への配水となる。埋土は、オリーブ褐色砂質土で、径

ｌ～３mmの砂粒・砂牒を多く含み、砂質土がラミナ状

に混じり、砂質が強い。鉄・マンガン分の沈着もみら

れる（図55-31)。

[SS-224］

SS-223の西隣、DU48区に位置する。南側は幅40～

50cm、高さ約５cmの畦畔でSS-218と画され、東側は

幅60cm前後、高さ約３cmの畦畔でSS-223と画される。

また、西側SS-225との間には、幅40cm前後、高さ約２

cmの畦畔があり、北側SS-230との間には幅50cm前後、

高さ約４cmの畦畔がある。水田面は、東西3.5ｍ弱、

南北約55ｍ，標高2894ｍ前後を測る。

南側SS-218との間の畦畔には水口が開かない。東

側畦畔水口は先に述べた。西側は、畦畔が２単位とな

り、水口が３箇所に開いた格好である。南側水口は幅

lOOcm弱、中央部水口と北水口は幅約50cm･いずれも

SS-225側に低いが､北側ほどその差は小さい。埋土は、

南と中水口部が、オリーブ褐色から暗灰黄色の砂質シ

ルトで、径ｌ～２mmの砂粒を多く含み、砂質土がラミ

ナ状に少し混じり、ややシルト質も強い。また、南側



では、鉄・マンガン分の沈着が斑状に認められる（図

５５－３２．３３)。北水口部埋土は、南および中水口より

ややシルト質の増した、径１ｍｍ前後の砂粒を含むオ

リーブ褐色砂質シルト（①層）が上部にあり、SS-224

側下部に、黄褐色砂質シルト（②層）がある（図55-

34)。北側畦畔も部分的で、東西両側に水口が開く。

特に東側は幅約130ｃｍと広く、西側は幅約60cm・いず

れもSS-230側に傾斜･し、SS-224から230への配水であ

る。埋土は東西いずれも、SS-230側上部に、１mm前後

の砂粒を含んだ暗灰黄色砂質シルト（①層）があり、

SS-224側下部には、１mm前後の砂粒を少量含んだ黄褐

色砂質シルト（②層）が堆積する。径１mm前後の砂粒

を少量含む（図５５－３５．３６)。

[SS-225］

SS-224の西隣、ＤＵ・DV48区に位置する。南側は幅

約50cm、高さ約５cmの畦畔でSS-219と、東側は幅40ｃｍ

前後、高さ約２clnの畦畔でSS-224と、西側は幅40～

50cm,高さ約２cmの畦畔でSS-226と､北側は幅40cm弱、

高さ約２cmの畦畔でSS-231と､それぞれ画されている。

水田面の広さは、東西3.5～4.0ｍ、南北約5.5ｍ、標高

28.94ｍ弱である。

南畦畔は東西両側が途切れ、東畦畔は２単位の畦

畔で水口は３箇所に開く。いずれも、既にSS-219あ

るいはSS-224で述べた。西畦畔も、やはり南北２単

位に別れ、水口は３箇所に開く。南水口は、ＳS－２１９．

２２０．２２５．２２６が共有し、南北幅約80cm・わずかなが

らSS-226から225に傾斜･するようである。これは、南

側SS-220がその東側SS-219より水田面が高いことを

引き継いでいることによる。中央部水口は幅約50cm，

北水口は幅約80cm。やはりわずかながらSS-225側に低

い。埋土はいずれも、SS-225側上部に、径１ｍｍ前後の

砂粒を少量含む黄褐色砂質シルト（①層）があり、下

部SS-226側に、径１ｍ前後の砂粒を含み、上部よりや

や粘性の弱いオリーブ褐色砂質シルト（②層）がある

（図５５－３７．３８)。北畦畔は中央部で水口が開くとと

もに、北西隅部が途切れる。中央部水口は幅約55cm・

埋土は上部が褐色砂質シルトで、径１mm前後の砂粒を

含む。下部は、上部より粘性のあるオリーブ褐色砂質

シルト（②層）である（図55-39)。

[SS-226］

ＤＶ・ＤＷ４８区に位置し、北側49区にも広がる。南

側は幅50～60cm、高さ約３cmの畦畔がSS-220との間

に、東側は幅40～50cm、高さ約２cmの畦畔がSS-225

との間に、西側は幅50～70cm、高さ３～４cmの畦畔が

SS-227との間に、北側は幅約50cm，高さ約３cmの畦畔

がSS-232との間にそれぞれ存在する。これらにより、

水田面は東西約5.5ｍ、南北約5.5ｍで、標高28.93～９４

ｍである。

水口は各辺にあり、東畦畔と南畦畔はともに３箇所

が開くが、詳細は既に述べた。西畦畔は、中央部とや

や北寄りの２箇所に水口が開く。ともに幅約25cmで、

南側はSS-226から227側へ、北側はSS-227から226側へ

傾く。埋土はいずれも、上部に径１ｍｍ前後の砂粒を含

むオリーブ褐色砂質シルト（①層）があり、SS-227側

下部に、やや粘性のあるオリーブ褐色砂質シルト（②

層）が堆積する（図５５－４０．４１)。北畦畔は、北東隅

部と中央部が水口である。前者は上部埋土が径１ｍｍ前

後の白色砂粒を多く含む暗灰黄色砂質シルト（①層）

で、下部は暗灰黄色砂質シルト（②層）である（図55

-42)。後者は幅約80cmで、わずかながらSS-232側に

傾斜する。埋土は、上部が暗灰黄色砂質シルトで、径

１ｍｍ前後の砂粒を含む。下部はオリーブ褐色の砂質シ

ルト（②層）である（図55-43)。

[SS-227］

SS-227は、ＤＸ４８を中心にＤＷ48.49区、ＤＸ４９区、

DY48.49区に広がる。南側は幅約55cm、高さ約２cmの

畦畔でSS-221と、東側は幅50～70cm、高さ３～４cmの

畦畔でSS-226と、西側は幅60cm前後、高さ約４cmの畦

畔でSS-228と、そして北側を幅50cm前後、高さ約２ｃｍ

の畦畔でSS-233とそれぞれ区画されている。水田面の

広がりは、東西約7.5ｍ、南北約5.5ｍと広く、水田面

標高28.92～93ｍである。

水口は、東畦畔と南畦畔にそれぞれ２箇所あるが、

これらは既に述べた。西畦畔は閉じた状態である。そ

して、北畦畔は、３箇所に水口が開く。東側水口は、

幅約１００cm、中央部畦畔は幅約80cm、西側水口は幅約

25cmで、いずれもSS-233側に傾斜し、SS-227から233

への配水が窺える。埋土は、いずれも上部に径１mm前

後の砂粒を含む暗灰黄色砂質シルトがあり、西側ほど

砂質が強くなる（①層)。対して下部は､東水口では、

SS-227側に暗灰黄色砂質シルト（②層）が堆積し、中

央部水口では、①層より粘性のあるオリーブ褐色砂質

シルト（②層）が部分的にあり、西側水口部では、

SS-227側に、１ｍｍ前後の砂粒を含んだオリーブ褐色砂

質シルト（②層）がみられる（図55-44～46)。
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[SS-228］

SS-228は、調査区西端、ＤY48.49区に所在する。検

出できたのは、東西幅１ｍ以下ながら、南北は約5.5

ｍと推定できる。水田面標高は、2893ｍ前後。東側

のSS-227とは、幅60cm前後、高さ約３～４cmの畦畔

で区画され、水口は開かない。南側は畦畔が認められ

ないが、水口部にあたる可能性の高いことを既に述べ

た。北側は、幅50cm前後、高さ約２cmの畦畔がSS-234

との間にあり、東端では水口部となる。中央部が凹み、

狭い範囲で配水方向は不明。埋土は、SS-234側上部に

径１mm前後の砂粒を含むオリーブ褐色砂質シルト（①

層）があり、SS-228側下部に、オリーブ褐色砂質シル

ト（②層）がある（図55-47)。

[SS-229］

SS-229はSS-223～228の並びの北側列、調査区内で

は検出した最北部列の、最東部の水田。中央部に塑壕

による撹乱が大きく残る。南側は1幅50cm前後、高さ２

～３cmの畦畔がSS-223との間にあり、東側は幅40cm前

後、高さ３cm前後の畦畔がSD-211との間にある。西側

に畦畔は残らないが、南側の水田並びから推して、

Y=-67290付近に本来は畦畔が存在したとして、撹乱

以東をSS-229、以西をSS-230とした。水田面は東西約

6.5ｍ、南北4.0ｍ以上、標高は28.94ｍ前後となる。た

だし、調査区北壁ではDS区のⅡ-2-⑥層・SR-301-①層

が薄く、SR-301-②層が露出し、北東部を中心に水田

外の範囲が含まれる可能性がある。それでも、ＤＴ区

以外ではⅡ-2-⑥．SR-301-①層が安定することから、

水田としている。

[SS-230］

SS-230はSS-229の西隣、撹乱以西にあたり、ＤＵ４９

区に位置する。北側はやはり調査区外へと延びる。南

側は幅50cm前後､高さ約４cmの畦畔でSS-224と画され、

西側は幅40～50cm，高さ約３cmの畦畔でSS-231と区画

されている。確認できた水田面は、東西幅約３ｍ、南

北４ｍ以上で、標高は28.93～94ｍ･

南側の水口については既に述べた。西畦畔では、確

認した範囲で２箇所に水口が開く。南側は幅約30cm、

北側は幅約25cm、ともに中央部が凹むが、SS-231側に

傾斜する。埋土は、ともに上部に、径１ｍｍ前後の砂粒

を含む黄褐色砂質シルト（①層）がある。南側では下

部の広くに、上部よりやや粘性のあるオリーブ褐色砂

質シルト（②層）が堆積する（図55-48)。対して、

北側は、下部に上部よりやや粘性のある黄褐色砂質シ

ルトが部分的に堆積する（図55-49)。

[SS-231］

SS-231はSS-230の西隣、ＤＵ・ＤＶ４９区に位置し、北

部は調査区外へと延びる。南側は幅40cm弱、高さ約３

cm前後の畦畔がSS-225との間に、東側は幅40～50cm、

高さ約３cmの畦畔がSS-230との間に、そして西側は

幅50cm前後、高さ約３cm前後の畦畔がSS-232との間に

ある。これらで区画された水田面は、東西３ｍ前後、

南北3.5ｍ以上で、標高は28.93ｍを測る。

南と東畦畔の水口については既に述べた。西側は

南端と中央部の２箇所に水口がみられる。南端は幅

約60cm、中央部は幅約35Ｃｌn°いずれも、わずかながら

SS-232側に傾斜する。埋土は、いずれも上部に、径１

mm前後の砂粒を含むオリーブ褐色砂質シルト（①層）

がある。南端のSS-231側下部には暗灰黄色砂質シル

ト（②層）が、中央部の下部には、上部よりやや粘性

の強いオリーブ褐色砂質シルト（②層）が部分的に堆

積する（図５５－５０．５１)。

[SS-232］

SS-232はSS-231の西隣、ＤＶ・ＤＷ４９区に位置し、北

部は調査区外へとのび、中央部に戦前の演習用塑壕と

みられる撹乱が残る。南側は幅約50cm、高さ３～４ｃｍ

の畦畔によりSS-226と、東側は幅50cln前後、高さ約３

cm前後の畦畔でSS-231と、そして西側は幅50cm前後、

高さ３cm前後の畦畔でSS-233と区画されている。そ

の水田面の広がりは、東西約4.5ｍ、南北3.5ｍ以上、

標高は2893ｍ前後である。南と東畦畔の水口につい

ては既に述べた。西畦畔では、中央部に１箇所水口が

ある。幅約20c,n．

[SS-233］

SS-233は、SS-232の西側、ＤＷ・DX49区に位置し、

北部は調査区外へとのびる。南側は幅50cm前後、高さ

２～３cmの畦畔でSS-227と、東側は幅50cm前後、高さ

３cm前後の畦畔でSS-232と､そして西側は幅80cln前後、

高さ約３cmの畦畔でSS-234と区画されている。その

広がりは、東西約８ｍ，南北5.5ｍ以上で、標高28.93

ｍ前後。南と東畦畔の水口については既に述べた。西

畦畔にも、南端に水口がある。幅約40cm・撹乱際で詳

細は不明。

[SS-234］

調査区北西隅、ＤＹ４９区の水田である。塑壕と見ら

れる撹乱が大きく及び、検出した範囲は狭い。南側

SS-228との間には幅50cm前後、高さ約３cmの畦畔があ
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り、東側SS-233との間にも、幅80cm前後、高さ約３ｃｍ

の畦畔を確認しているが、西と北はいずれも調査区外

に及び、確認できた水田面の広がりは、東西約１５ｍ，

南北2.5ｍ程度に過ぎず、さらに大きく撹乱が残って

いる。水田面の標高は2892～93ｍ。

②溝

最初に述べたように、調査区内の水田を東西に分か

つように、溝１条が南北に走る。SD-211である（図版

８－２)。

[SD-211］

SD-211は下層水田に伴う水路で、DS46～49区に及

び、１８次調査のSD-307の北延長部分にあたる。両側

の水田面とは畦畔で区画され、調査区南端では二段

状にやや幅を広げる一方、北部では幅を小さくし、５０

～１００ｃｍと変化があるものの、平均約70cm幅である。

深さは両側の水田面から10cm前後で推移しているが、

最深部はＳＳ－２０６．２１７．２０８．２２３の交点付近で、北側

では浅くなる。また、SD-211はまっすぐではなく、

DS47区のＳＳ－２０３．２１２．２０６．２１７の交点部分でクラ

ンク状になり、畦畔一幅分東側へ移動した格好であ

る。これらから、SD-211は南側から導水してＳS－２０６．

２１７．２０８．２２３に配水するとともに、北側からの配水

機能も一部有していたと考えられる。なおその際、

SD-211最深部の南北に両側からの流れを制御するた

めの堰等が想定されるが、見いだせていない。

SD-211の埋土最上部の①層は、基本的にⅡ－２_⑤

層であり、オリーブ褐色砂質土。径１～３mmの砂粒・

砂喋を含み､砂質土がラミナ状に混じり､砂質が強い。

また、上部からの鉄・マンガン分の沈着が認められ

る。その下部には、まず下流部の北部では②層の暗灰

ａ：SD-211（X=94130）土層

ａ←ss202

ｃ：ＳＤ－２１１（X=94134.96）土層

Ｃ

、

S－２０８

－＝弓

〕､

と

'１１ SS-212.217間畔

鶏綴

SS-223→Ｃ

２６．００ｍ

1ｍ

一

Ⅱ－９Ⅱ－２－⑥層の遺構と出土遺物

黄色砂質土がある。１～３mmの砂粒･砂喋を多く含み、

砂質土がラミナ状に多く混じり、砂質の強い土層であ

る。そして、全域の最下部層として、暗灰黄色砂質土

の③層が堆積する。２mm前後の砂粒.砂牒をやや含み、

砂質土・シルト質土がラミナ状に混じり、北部では砂

質が強い（図56)。

SD-211から出土した遺物は、Ｃｌ層として取り上げて

しまったが、その中には水田廃絶時以前の溝埋土内包

含遺物も含んでいる。ところが、出土遺物は土師器．

須恵器の細片ばかりで、SD-211の機能した時期を特定

できるようなものはなかった。

(2)出土遺物

出土遺物の取り上げは、畦畔部分（c2層）と耕作土

層（c３．４層）に大別される。また本来なら、後者は

水田面単位あるいは畦畔単位で区別されるべきである

が、城北団地区割単位での取り上げとしており、一括

して報告する（表９)。

①畦畔部（c2層）出土の遣物

畦畔部出土遺物は多くない。その中から図化できた

のは３点（図57)。１は土師器塊底部で、しっかりし

た断面三角形の貼付高台を有する。ＳS-219.225間の

畦畔部出土である。２は内黒の黒色土器の椀体部下

半。やや幅広のしっかりした高台を貼り付け、内外面

にミガキ調整が残る。SS-220・SS-221間の畦畔部出土

と、ＤＷ４５区の調査区南側畔のⅡ‐２－⑥層耕作土出土

が接合した。３は須恵器坪身。小型で受部も小さい。

SS-225.231間の畦畔部（DV49-1区）出土である。

なお、図化できなかったが、ＳS-217.218の間畦畔

部から、瓦器口縁小片が出土している。

ｂ：ＳＤ－２１１（X=94133.5）土層

ａｂ←ss-206
２６．００ｍ

燕燕＝二二亘素蕊識

ｄ：ＳＤ－２１１（X=94141.04）土居

．③①②

ＳＳ－２１７→ ｂ，

26.00IT1

d，
２６．００ｍ

図５６Ⅱ‐２－⑥層（下層水田）に伴う溝土層図（縮尺1/20）
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図５７Ⅱ‐２－⑥層畦畔部（c2層）出土遺物（縮尺1/3）

②耕作土（c３．４層）出土の遺物

調査時には、ｃ３．４層として取り上げたⅡ‐２－⑥層

出土遺物には、中世の土師器､黒色土器､土師質土器、

陶器の他、それ以前の土師器､須恵器､瓦、緑紬陶器、

弥生土器や、石器、鉄器がある。他、近現代の陶磁

器・瓦が西壁畦から出土しているが、撹乱を残したま

ま、最終段階で掘り下げたため、紛れ込んだと判断し

た。同様に、北壁畦部出土の、龍泉窯系青磁片、底部

に回転糸切り痕をもつ土師器小皿、瓦質土器鍋も混入

と判断した。一方、調査区北東部で水田外と判断した

範囲にありながら、下層水田耕作土として取り上げた

遺物には、本来SR-301-②層に含まれる遺物が紛れて

いる可能性がある。DQ47～50区・DR49区・DS49区

のＣ3．４．（d）層として取り上げたもので、図示した

遺物のうち、５．１７．２０．２４．２６．２９．３０．３５．３７．

４３．４５．４６が該当する。これらも含めて、６１点を提示

する（図58～61、図版１６)。

ｌ～20は土師器（図版１６－１）。口縁部は１と２の

み。１は端部を外反させる坑口縁部。２は小型の坪口

縁部。３～７は坪底部。３～５は平底で、３は底部か

ら大きく開く。６．７は円盤状高台の底部で、いずれ

も外底面に回転へラ切りの痕跡を残す。６は一度まっ

すぐ立ち上がってから外反し、７は厚い底部から休

部が立ち上がる。８～１６は貼付高台を有する塊底部。

高台の断面形状は、８．９がしっかりした三角形、１０

が台形で外端部が横ナデでやや突出気味。１１は丸みを

もった台形で、１２はやや細長く高くなった台形。１３～

15は端部が丸く、細長くなった三角形｡16は細長くなっ

た高台が、外に向かって広がり、見込みも深さをやや

増す。１７．１８は皿でいずれも赤彩。１７は灰白色の胎土

に橿色の塗彩を、１８は、にぶい黄燈色の胎土に明赤褐

色の塗彩を施す。１９．２０は小皿。２０は浅黄燈色の胎土

ににぶい穫色の塗彩を施す。

２１．２２は内黒の黒色土器塊。いずれも、幅広のしっ

かりした断面三角形の高台を貼り付ける。２１の内外面

にはミガキがよく残り、剥落した高台接合部に、接合

用の沈線が認められる（図版１６－２)。

２３は、胎土はやや粗いが、内面にわずかに炭素の吸

着が認められ、形態的にも瓦器と判断した。高台断

面は丸みをもった低平な三角形。DX49区Ⅱ‐２－⑥層

出土と、Ⅱ‐２－③層下部出土が接合したものである

（図版１６－１）。この他にも、隣のＤＷ４９区から瓦器

小片が出土するとともに、ＤＷ・ＤＸ４９区では下層の

SR-301-①層でも瓦器片が出土し、上部からの撹乱を

掘り残していた可能性がある。

２４は緑紬陶器碗底部。緑粘は残っていない。胎土は

黄色みがかった灰白色で焼き上がりは硬質だが、一部

浅黄燈色を呈する軟質部がある。底部は削り出しによ

る蛇ノ目高台。外面は回転へラ削りの痕跡が残り、内

面は丁寧にミガキ仕上げされている（図版１６－３)。

２５～37は須恵器。２５は坪身の口縁部で、端部内面に

明瞭な段をもつ。口径は小さい。２６～29は坪口縁部。

２６．２７は直線的な体部から、口縁端部が横ナデにより

わずかに外反する。２８は深みのある体部をもち、口縁

端部の外反もやや大きい。２９は口縁端部をやや内湾さ

せて尖り気味に収める。３０．３１は高台付坪の底部。３０

の高台は断面方形で､接地面が凹み､内側に踏ん張る。

31はやや焼成が良くない｡32は小型で細身の高坪脚部。

坪部に歪みがある。３３は台付坑の脚台部。３４は鉢の口

縁部。やや内傾し、端部は面をなす。３５は広口壷口縁

部。端部付近で短く水平に屈曲し、上方へつまみ上げ

る。３６は壷の肩部片である。外面にカキ目を施し、内

面は回転ナデ調整｡37は内外面回転ナデ調整の要頚部。

３８．３９は須恵質陶器。３８はこれ鉢口縁部。端部をや

や拡張させている。３９は喪の胴部片。外面に格子目状

タタキ調整を施し、内面にハケ目調整と不定方向のナ

デ調整を施す。出土が調査区西畦であり、混入の可能

性も残る。

４０．４１は土師質土器鍋。４０は口縁部で、端部は面を

なす。４１は胴部から頚部にかけての屈曲部。内外面ナ

デ仕上げ。

４２は丸瓦で、内外面に炭素を吸着させている。

４３は、古墳時代前期の二重口縁壷の二次口縁部。一

次口縁部上の外面に竹管文を施す（図版１６－４)。

４４～49は弥生土器。４４．４５は、拡張した口縁端部に

数条の凹線文を施す壷口縁部。中期後葉。４６は後期の

尭口縁部。赤みのある焼き上がりで、胎土に雲母細粒
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R40096

を多く含み、搬入土器とみられる。４７は蕊の脚台部。

48は器厚が厚く、大型の高坪脚部。円盤充填を行って

いる。４９は鉢の口縁部か。端部外面に２つの小円孔を

有する半円形の耳部を貼り付け、蓋との紐掛かりとし

ている。

５０は縄文土器◎深鉢の波状口縁部片と考えられる。

外面は円形刺突文の下方に断続的な沈線、口縁端部内

面には斜め方向の刻み目文を施す。いずれの文様もほ

ぼ同じ幅で、同一工具によるとみられる。縄文後期。

５１～58は石器｡５１は片岩製｡磨滅と剥落が著しいが、

刃部の形成が認められる。石庖丁、あるいは大きさか

ら大形石庖丁の可能性がある（図版１６－５)◎５２～５４

は打製石倣（図版１６－６～８)◎５２がサヌカイト製で

凸基式。横長剥片を素材とし、背面左側は先端から基

部へ規則的に剥離している。重量4.09と大型である。

５３．５４は赤色頁岩製。５３は縦長剥片、５４は横長剥片を

素材としている。いずれも凸基式で、基部から先端へ

向けた剥離により、基部を薄く作り出す。５５～５８は

サヌカイト剥片である。５５は形状から石錐未製品の可

能性もある。５９は赤色頁岩の剥片。

６０は鉄器。断面は肩平な方形で、環状または釣状と

§

1４

ｊ』

詞

ロ 3cｍ

ロ
■
■
■

図６１Ⅱ‐２－⑥層耕作±（c３．４層）出土遺物(4)

一鉄器一（縮尺2/3）

推定される。外側に一部赤色を呈する箇所がある。６１

は鉄津。21.19と見た目より軽い。

(3)小結

Ⅱ‐２－⑥層からは、回転糸切り痕を残す土師器坪

底部や貿易陶磁は出土していないものの、１２世紀後半

の瓦器が少数出土しており、若干新しい須恵質陶器も

ある。これらを紛れ込みとみると、高台端部を丸く収

めた土師器椀が最新相を示し、下層水田の耕作時期

は、１１世紀後半まで遡ることになる。

表９Ⅱ‐２－⑥層出土遺物観察表
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Ⅱ－１０Ⅱ層下の遺構と出土遺物

１０Ⅱ層下の遺構と出土遺物

古代から中世に遡る水田関連土層であるⅡ‐２層の

下は、調査区全面において、流路内堆積となった。

調査段階では、ｄ層およびｅ層とした堆積土層名の

みで把握していたが、１条の自然流路内の堆積であ

り、この自然流路をSR-301として報告する。なお、

工事掘削深度である現地表下300cmまで掘り下げたが、

SR-301の最深部を完掘してはいない（図５９．６０、図版

９～１２)。

Y=-67315Y=-67310Y＝-67305Ｙ=-67300Ｙ=-67295Ｙ=-67290Ｙ=-67285Y=-67280Ｙ=-67275Ｙ=-67270

Ｚ ＤＹ ｐＸ 日1Ｗ _)Ｖ ｎＵ 口Ｉ L)Ｓ ＤＨ ＪＱ

目

S｝

図６２文京遺跡25次調査・１８次調査の自然流路と微高地上出土遺構配舌図（縮尺1/300）

1０１

分



(1)遺構

出土遺構である自然流路SR-301は、掘り下げ範囲

内で検出した岸斜･面により、流路の方向と幅がおよそ

復元可能である。南岸面は、調査区の東西でそれぞ

れ出土した。東側では調査区南東隅部でやや砂質の

強いⅣ層が現れる。ちょうど隅部で標高約2580ｍの

最高所を測り、東壁でＸ=94135.5付近、南壁でＹ＝-

67275付近で、掘り下げ深度25.00ｍまで確認できた。

南壁では同じ深さで一部Ⅳ層が現れており、付近では

底面まであまり深さはないと予想される。西側でも、

調査区南西隅部で、後述するSR-301-④層（e3層）の

下で、城北団地基本層序Ｖ層の砂喋層が出土してい

る。上面に撹乱がなお残るが､最高所は標高25.60ｍ弱。

南壁でＹ＝-67305、西壁でＸ=64135の範囲である。

一方、北岸面も調査区北部の標高2530ｍ以下で確認

できる。断続的にⅣ層が検出されているのである。Ⅳ

層自体砂質がやや強く、上部流水による凹凸が激しい

とともに、Ⅳ層下の堆積も流路内堆積に近似する場合

があり、掘りすぎた部分も少なくない。それでも、東

壁でＸ=94140から、Ｘ=94135.Ｙ＝-67285、そして北

壁でＹ＝-67300を結んだ範囲において、北岸を断続

的に追うことができる。

SR-301は、南側の１８次調査Ａ区出土のSR400にあ

たる。１８次調査SR-400は、南東から北西への流路の

南岸を検出したが、２５次調査SR-301と併せると、北

東から南西方向に流入し、ＤＳ・ＤＴ区辺りで屈曲して

南東から北西に転じることがよくわかる。この屈曲部

の最南部は、Ｘ=94105辺りまで及んでいるが、流路の

この部分を利用して、下層水田造営時の基幹水路にあ

たるSD-301が、堰を設置して水溜状の機能を発揮し

たとみられる。なお、１８次調査Ａ区北東部でみられた

SR-400-③層の砂篠層による中洲状の高まりは、２５次

調査ではSR-301-③層の上面にあたる。

以上から、２５次調査SR-301（１８次調査SR-400）は、

流路の中心（最深部）を、２５次調査東壁のＸ=94135

付近から南壁のＹ＝-67285、そこで屈曲して25次調

査北西隅部に到ると復元でき、幅は40ｍ以上に達する

ことになる。

既に触れているが、SR-301の埋土は、①～④層に大

別できる。すなわち、①層は調査段階にｄ層として遺

物取り上げを行った土層で、下層水田の耕作土と一連

のシルト。撹伴された痕跡がなく、流路がほぼ埋没し

た段階で窪地状の所に溜まっていた堆積で、最上部は

１０２

下層水田の床土部にあたる。北東部を除いた調査区全

面に広がり、１０～40cmの厚さを有し、流路の中央部ほ

ど厚い。にぶい黄色から黄褐色シルトで、砂粒・砂篠

の割合は少なく、径ｌ～20ｍ前後の円喋を少量含む。

ただし、東部では径１mm前後の砂粒層を斑状に含み、

径５～20mm前後の砂喋を多く含む、より砂質の強い層

となる。１８次調査SR-400-①層にあたる。

SR-301-①層の下は、滞水性のない砂・砂牒・塊石

層となり、調査時点ではｅ層として大別した。最上部

には、塊石を含まず粒度の細かい砂・砂篠層があり、

調査段階ではｅｌ層とした、SR-301-②層である。１８次

調査SR-400-②層にあたる。SR-301-②層は、SR-301‐

①層同様、流路中央部で厚くなる傾向があり、とりわ

け調査区西部で厚い。逆に、SR-301の岸面が出土する

ような高位では、SR-301-②層を欠き、SR-301-①層の

直下でSR301-③層となる地点もある。SR-301-③層

が形成した中洲状の高まり間を埋める堆積である。

SR-301-③層は、調査段階でe2層とした、砂・砂篠に

人頭大前後の塊石を多く含む砂篠層である。１８次調査

SR-400-③層にあたる。遺物を大量に含み、１００cmに達

する層厚の地点もあり、流路中央部では、現地表下

300cmの標高25.00ｍ以下に、なお未掘部分を残してい

る。SR-301-④層は、調査区南西隅部で出土した、城

北団地基本層序Ｖ層からなるSR-301南岸面の上位に

堆積する土層で、人頭大前後の塊石間に、再堆積した

城北団地基本層序のⅢ．Ⅳ層のブロックが混在する。

調査段階ではｅ３層としている。

(2)出土遺物

出土遺物は、上記した土層と、DX50等の５ｍ四方を

単位とした城北団地区割に基づき、取り上げを行っ

た。２５次調査出土遺物の８割以上がSR-301出土であ

り、しかもSR301-③層出土遣物が、大半を占める。

以下出土層毎に報告する。

①SR-301-①層（ｄ層）の出土遣物

SR-301-①層（取り上げ時にはｄ層）出土遺物には、

古代以降の土師器供膳具（赤彩含む)、黒色土器、古

墳時代から古代の須恵器、灰紬陶器、奈良二彩、瓦、

古墳時代の土師器、弥生土器、石器を含む。黒色土器

が一定量出土し、回転糸切り痕を残す底部が見られな

い点から、１１世紀代までの堆積と考えられる。

それ以降の遺物も、ｄ層取り上げ遺物の中には、数

点が存在する。まず、ＤＷ４９区とDX49区で各１点瓦
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は、本来SR301-②層に含まれていた可能性のある、

DQ４９．５０区、ＤR４９．５０区のｄ層出土として取り上げ

た遺物（５８．６４．７１．１１４．１１９．１３６）を含む。

[古代の土師器。黒色土器］

１～40は古代の土師器供膳具（図版１７－１）。口縁

部は少ない。ｌは坪口縁部。回転ナデ調整により、外

面にいくつかの浅い段が残る。灰白色の胎土に燈色の

塗彩を内外面に施す。２は全形復元可能な杯。底面は

回転へラ切りか。３はかすかに端部が外反し、端部内

器の小片が出土しているが、ともに撹乱が下層水田面

以下に及び、北側に土層観察用畦を控えることから、

混入と判断した。また、須恵質陶器のすり鉢１点が

DX50区畦から、近現代陶磁器の小片２点がDY47区

畦とDY49区畦から各１点出土している。いずれも調

査区端の畦部分から出土で、上層部分の掘り残しから

の出土の可能性が高いと判断し、報告からは除いた。

結果、SR-301-①層出土遺物として、150点を提示

する（図64～72、図版１７、表10)。ただしその中に

で
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f

に、外に大きく開く高台がつき、足高高台の塊底部と

みられる。

３４～40は皿。３４．３５は底径９cm前後で、他は１２cm前

後。３４は口縁端部がわずかに外反する。３５は浅黄燈色

の胎土に撞色の塗彩を施す。３６は口縁部を一度外方に

屈曲させた後、端部をわずかにつまみ上げる。内面下

半はミガキ仕上げ。浅黄燈色の胎土に内外面燈色の塗

彩を施す。３７は底部から直線的に外反し、口縁部は尖

り気味に収める。３８は、にぶい橿色の胎土に燈色の塗

彩を施す。３９は浅黄横色の胎土に橿色の塗彩を施し、

’』

ゴー、銅三三 二一と雪重5，

１０６

竺二三二

、

二Ｌ－二三皇､〉

面に段をもつ。坑口縁部とみられる。

４～28は坪底部。１～20は、基本的に平らな底部か

ら内湾してそのまま休部に立ち上がる。また底部は回

転へラ切り。８は外面側に浅黄燈色の胎土を用い、内

面側に燈色の胎土を使い分けている。２１～28の底部は

円盤高台状。２１．２２は見込みが深い。また、２５の底面

には回転へラ切り痕が明瞭に残る。

２９～32は貼付高台をもつ塊底部。高台は、２９が断面

三角形、３０は端部がやや丸い三角形、３１．３２は台形で

外端部が横ナデによりやや突出する。３３は平らな底部

二二三

＝

図６５SR-301-①層出士遺物(2)一須恵器①一（縮尺1/3）
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…蕊瞳鍾謹識

１０cｍ

部とみられる。

５１～54は蓋。５４は内面に口縁端部より突出するかえ

りをもち、他はいずれもかえりをもたず、端部を下方

に屈曲させる。５２は比較的深みがある体部で、５４は径

が大きく、口縁部と天井部の境が鋭くない。

５５～70は坪。５５～57は口縁部で、５５．５７は直線的な

口縁部で、５６は回転ナデによりわずかに外反する。５８

～60は貼付高台のない杯下半部で、底部から体部に急

角度で立ち上がり、直線的にのびる。６１は底部から体

部が緩やかに外傾してのび、６２は円盤高台状に一度立

ち上がってから外方へ開く。６３～70は貼付高台をもつ

底部。６３の高台は外にしっかり踏ん張った台形状の断

面で、６４は横ナデにより細く高い。６５～６７は丸みを

もった台形状で、６８．６９は丸みのある三角形状。７０は

かなり小型。断面隅丸方形状の貼付高台である。

７１．７２は皿。７１は口縁端部が上方で面をなし、ナデ

によりわずかに凹む。

73.74は鉢の口縁部。７３は口縁部が内湾する鉄鉢形。

74は口縁上端部が面をなし、端部に凹みをもつ。

７５．７６は高坪。７５は脚裾部で、端部は肥厚し、段を

有する。外面カキ目調整。古墳時代後期。７６は低脚の

脚柱部。

７７～87は壷類。７７は壷の口縁部。直線的にのびる頚

部から緩やかに外反し、口縁部は水平気味にのびる。

78は孔は残存しないが、大きさと調整から腺の体部と

判断した。やや下膨れの体部で、外面カキ目調整、内

面回転ナデ調整。７９は壷の底部で、底部は内面から押

し出され、丸底を呈する。８０は壷胴部で、肩部で強く

屈曲し、体部は玉葱形を呈するとみられる。８１．８２は

球形をなす体部で、前者が上胴部、後者が下胴部。両

者とも部分的にカキ目を施す｡83～87は古代の長頚壷。

83.84は屈曲部で､84は肩部に１条の凹線をめぐらし、

肩部がほぼ水平方向にのびる。８５．８６は直線的な体部

下半で、８７は底部付近。いずれも内外面に回転ナデを

施すが、８５の外面には左上がりのハケ目が残る。

８８～95は尭・８８～91は口縁部。８８は口縁端部付近の

外面を幅広に肥厚させるもので、肥厚部分に列点文、

それより下方に列線文を施す。８９はあまり開かず、直

線的にのびる口縁部で、口縁端部は面を上に向ける。

外面に２条の沈線を施す。９０は口縁端部を内面側につ

まみ出す。外面はカキ目調整の後、口縁端部直下に突

帯及び凹線、破片下端近くに凹線、その間に９本１単

位のクシ描き波状文を施す。９１は無文で、口縁端部を

O5cm

IIbIII

図６７SR-301-①層出土遺物(4)－灰袖陶器一（縮尺１/3）

底部に回転へラ切りの痕跡がよく残る。４０は灰白色の

胎土に、にぶい穫色の塗彩を施す。

４１～44は内黒の黒色土器。４１は口縁内端部に浅い凹

線をもつ小片。４２～44は貼付高台をもつ塊底部。高台

断面形状は、４２．４３が細長く丸みのある三角形で、４４

は丸みのある台形。４４の内面には、一定方向のミガキ

が密に施されている（図版１７－１）。

[須恵器］

４５～95は須恵器（図版１７－２)。古墳時代から古代

に及ぶが、一括して解説する。

４５～48は古墳時代後期の杯蓋。４５．４６は天井部と口

縁部の境及び口縁端部内面に段をもつ。４５は口縁部が

直立し、４６は口縁部がやや内傾する。４７は天井部と口

縁部の境に凹線がめぐる。４８は天井部に丸みがあり、

天井部と口縁部の境はあまり明瞭でない段がつく。

４９．５０は古墳時代後期の坪身。４９の受け部はあまり突

出しない。５０は底部が厚く、回転へラ切り未調整の底

１０８

INI １０cｍ

9７

図６８SR-301-①層出土遺物(5)－奈良二彩一（縮尺1/3）

、

８９

邑
蝿
》
謡
》
識
癖
僅
鴎７

図６９SR-301-①層出土遺物(6)一瓦一（縮尺1/3）
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外方へつまみ出し、内面に段を有する。９２は肩部で、

焼成不良のため赤焼け。内面に青海波文のあて具痕を

残す。９３～95は胴部片。いずれもタタキ目が外面に、

あて具痕が内面に残る。タタキ目は､93は擬格子目状、

94は格子目状、９５は平行。内面のあて具痕は94のみ平

行線状で、他は青海波文。

[灰粕陶器］

９６は灰粘陶器の皿。口縁部は小さく外反し、端部を

丸く収める。灰白色の胎土で焼成硬質。内外面に薄い

緑色の粕がわずかに認められる（図版１７－３)。９世

紀後半。

[奈良二彩］

９７は壷類の高台部。磨滅のため剥落が目立つが、外

面、及び高台内面に緑色と白色の２種の紬が残り、奈

良二彩とみられる｡胎土は淡黄色で､石英･長石･チャー

トの砂粒をわずかに含む。焼成は軟質。８世紀後半(巻

頭図版４－１）。

[瓦］

98.99は瓦。９８は丸瓦で､凸面を横方向に板ナデし、

凹面には細かな布目を残す。側端面は凸面側をわずか

に面取りする。焼成は須恵質で灰白色。９９は平瓦で、

凸面にやや深めの格子状タタキを残す。焼成は軟質で

浅黄燈色を呈する。

[古墳時代の土師器］

100～108は古墳時代の土師器。１００は高坪脚部。脚

裾が脚から屈曲して大きく広がるとみられる。内面に

Ⅷ

上

Ⅱ－１０Ⅱ層下の遺構と出土遺物

はシボリ痕が残る。101は壷肩部。頚部は直線的で、

肩部はあまり張らないなで肩｡102～104は婆の口縁部。

105は甑または謡の把手部と考えられる。106は甑の底

部片か。現存で３つの小円孔を三角形状に配置してい

る。器台の可能性も考えられたが、円孔の位置が不規

則で、破片の上下左右に湾曲が見られることから、甑

底部と判断した。107は外面縦ハケ目、内面は横ハケ

目で、ハケ目は粗い。108は外面粗い縦ハケ目、内面

ナデ。自重により端部はややつぶれ、内面調整がやや

粗いことから底部とした。対して107は端部が丁寧に

仕上げられ、やや凹む。口縁部側とみられる。このよ

うな特徴から、移動式竃の可能性が高い。ただし、被

熱はあまりみられない（図版１７－４)。

[弥牛十器］

１０９～142は弥生土器。

１０９～122は壷で、１０９～112は口縁部。１０９は口唇部

内側に連続した刻み目を施す。１１０はやや開きの狭い

口縁部で、端部を丸く収める。１１１はやや拡張した口

縁端部の端面が横ナデによりやや凹む。伊予中部Ｖ‐

ｌ様式か。112はやや拡張した端部に１条の凹線文を

施す。１１３～117は頚部。113は内面に突帯をもち、１１４

は頚部Iこへラ描きの多条沈線を施す。ともに伊予中部

Ｉ‐４様式。115は頚胴部境に断面三角形状の突帯を、

116は幅広の刻目突帯を貼り付ける。１１７は口頚部と肩

部の境に上下２段に粘土帯を貼り付ける。まず上方に

粘土帯を貼り付けた後、連続して刻み目を施す。その

ＩＩＩ
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図７０SR-301‐①層出土遺物(7)一古墳時代土師器一（縮尺1/3）
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後、上方の粘土帯に接するように下方の粘土帯を貼り

付けて連続した刻み目を施し、下方の粘土帯の上部を

軽く横ナデする。伊･予中部Ⅳ様式。１１８は胴部最大径

に断面三角形状の突帯を２条貼り付けＭ字状。119～

122は底部。１１９はやや大型で厚い。他はやや立ち上が

りが急ながら、底部径から壷の底部と考えた。

123～133は喪｡123～128は口縁部。123は折り曲げ口

縁で､胴部外面に多条沈線を施す。伊･予中部1-4様式。

124は口縁端部が面をなす口縁部。伊･予中部Ⅲ様式。

125はやや内湾する口縁部。伊予中部Ⅳ様式か。１２６．

１２７は口縁端部をつまみ上げ、拡張した端部に１～２

条の凹線文を施す口縁部。126は頚部に押圧突帯を貼

り付ける。伊･予中部Ⅳ様式。128は外反する口縁部で、

端面は横ナデにより面をなし、やや下方に巻き込み気

Ⅱ－１０Ⅱ層下の遺構と出土遺物

味｡伊･予中部Ｖ様式。129は肩部である。口縁部は「く」

の字状と推定され、境には突帯を貼り付けない。伊･予

中部Ⅳ～Ｖ‐１様式。130は口縁部直下と考えられる

胴部片で、１条の刻目突帯を巡らす。伊-予中部Ｉ‐４

～Ⅱ様式。131～133は底部。１３１．１３２いずれも平底。

133は中実の脚台部で上げ底。端部に凹線状の凹みが

１条巡る。胎土も雲母を多く含み、南九州地域山ノロ

式土器の搬入品である（図版１７－５）。中期後半。

134.135は鉢口縁部。135は口縁上端部が面をなし、

外面が凹線状に凹む。台付きの可能性が高い。１３６．

１３７は底部。ともに休部は大きく開き、前者は円盤高

台状、後者は上げ底状を呈する。

138～142は高坪。138は端部を外方水平に拡張し、

内端部はわずかに上方に突出する。伊･予中部Ⅲ様式。
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図７２SR-301‐①層出土遺物(9)一石器一（縮尺1/２．２/3）
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139～141は内湾から直立する端部に数条の凹線文を施

す口縁部。141は器壁が薄く、凹線も浅い。142は脚柱

部で、外面に数条の沈線文を施す。いずれも伊予中部

Ⅳ様式。

[石器］

143～150は石器。143は鼓石で、砂岩の円牒が素材

である。縦方向に半切されているが、端部に敵き痕が

残る｡144は結晶片岩の未製品｡肩平な方形に整形され、

馬平片刃石斧未製品の可能性がある（図版１７－６)。

145.146は石錐未製品。145はサヌカイト製で、基部

にわずかな調整剥離が認められるが、刃部加工はまだ

施されていない。146は赤色頁岩製で、縦長剥片を素

材とし、刃部を含めて３方を調整剥離するが、基部加

工はされてなく、厚みがある。磨滅が著しい（図版１７

－７)。147.148はサヌカイトの石核(図版１７－８．９)、

１４９．１５０はサヌカイトの剥片である。

②SR-301-②層（el層）の出土遺物

SR-301-②層(取り上げ時にはｅｌ層）出土遺物には、

古代以降の土師器供膳具（赤彩含む)、黒色土器、古

墳時代から古代の須恵器、瓦、古墳時代の土師器、弥

生土器、縄文土器、土製品、石器、鉄器がある。

SR-301-①層に比べて、古墳時代以前の遺物が増

え、最新相の遺物としては、黒色土器が数点存在する

程度となる。その黒色土器も、下層のSR301-③層で

はみられなくなり、SR-301-②層出土の黒色土器も、

SR-301-①層の黒色土器に比べて、やや古相を示す。

この他、SR-301-②層出土遺物とした中に、時期の

下がる遺物が若干ある。まず、DQ49区の調査区東壁

から近現代陶器片が、ＤＵ５０区の調査区北壁からは、

龍泉窯系の可能性のある青磁片といぶし瓦が出土して

いる。これらは、上部層の掘り残し出土の可能性が高

い。一方で、調査区周囲の土層観察用畦以外からも、

時期の下がる遺物が出土している。DR49区からの、

口縁から下がった位置に断面三角形の突帯を貼り付け

る土師質土器羽釜口縁部であり、DU49区の亀山焼休

部片である。いずれも、圧倒的多数の黒色土器以前の

出土遺物に対し、かなり時間差がある。これまで指摘

してきた調査区周辺の土層観察用畦の掘り残しとは異

なるが、練兵場時代の塑壕等の撹乱が一部なりとも及

んでいる地点であり、これらも紛れ込みと判断した。

以上のようなSR-301-②層出土遺物から、140点を

報告する（図73～82、図版１８、表11)。
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表１０SR-301-①層出土遺物観察表
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:うずか}ﾆ含む

ｄ噸 須恵： :疎 巌部 内外而凹'煽ﾂｰテ艇｢I色。微釧噸Ｘ災・怪禰わずか1F含む皇

Ｒ５(〉！4０ ｋ'5061 LIjW

‘届

.と繭器 庇部 1人『

全lKi磨城、寓外:#1口雌トデｃ浅苗撞色質一徹乳

|釘磨滅、･他ナデか｡外塵而寂i･状:畠摸 ､。’火、色

iなｉj誰・曇祇わずかＩ品含む’
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１８６
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ｒ51鯛

r50431

。燭

１．糊
。｣瀞

1隅

、’ 黒色『器

緬

須恵帝

〔内 腕

味読

脈諦

川､艦

吹祁

稲

誠部’

外耐横。

Ij与外Iiirl

百F

州.鷺:ド

ｱ.･曙而ﾐガｷb外匝灰芳色.内血黒色一打英・量7鞭

･デ灰６，:色画迎･蕊・蕊ｲー i（

う
・
い
が

､フ

#而灰:‘｢色、内而Ｉ

灰色。微細'な:lgi英・長糸５，A

>砂鋪、炭化物まばら腫含

亀K、蝿 ‘i煙i英・挺石、炭化物わずか侭含む

化物わずかl:Z含む。

し粒まばらiこ含む

祁

l{501鋤 dIIii 1Ｗ 叙哩擢 河； 織部 内弧面Ｆ１職ずー ･デ。灰･'目色。雑矧な,伺英，蕊禰わずか};:含む。
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鵬 R50129 1８

坪

１８
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R500277０ r5015 ＤＲ４７ １８

1８

7９ 1８

r5016 |畷

8７ R50050 r5022 ＤＳ４６ 1８

8８ ＤＳ４７ 1８

R50006

r5040

1９

醜 亜塑哩

9３

9４

鋸 Ｒ５()086 r5041 1８

鵬 1m 1９

1９

1０３

R50120

r50901０６ R50175 １９

1０７

108 r5055 ＤＶ４６

庵、鋸 郡

114

遭蛎醤Ｚ

挿図

5８１

弱，

突測 駁上

25“８

出・ｌｈ位世

層依

｡掴

。届

逝描・地演

遺物内容

種別

須恵綴

讃恋器

器槌

杯

j派

部俺

体部

礎部

文謙・湖整・色祇・胎・:9などの蒋微

内外面回転ﾌｰヂ。外面灰色（自然袖)、内釘灰直徴。微細な石劉

全面磨滅画焼成やや軟質。灰画色。石英・長掴の砂粒、炭化鞠わずかに念･む。

･長石わずか《馬含む。

収納

番器

6４

6５

R50036

R5DO錦

R50097

R50035

r5048

15052

r501S

r鋤融

r5027

4届

｡砿

d展

。願

a詞

。届

｡届

。府

。届

ｄ咽

《ilri

。嗣

ヨ嗣

ａ届

ごＸ:5０

ＤＲ５０

ＤＵ４７

ＤＵ４６

ＤＹ４９

非

間恵器

須恵器

須恵器

緬悪器

Ⅱ悪器

須悪器

須恵器

須恵ヨ

墳恵

脈

坪

坪

坪

坪子

塵部

蕪部

底部

唾部

底部

底部

底部

底部

底部

全形

円盤状湖台訳。内外面|i8l糠ﾉ･デ。灰ｒＩ色吾７，炎・長ZI・の砂粒、炭化柳式ばらに含也

内外面回転，f･デ。荻1,.色。石英・長酒の砂粒母.､くわずか｡直-含む。

内外而河稔ﾃｰﾗも外而謝リープ黒色〈自然柚>、内而灰色、断面灰褐色・灰白色Ｊ石英・長

衝の妙粒一鋤牒讃ばらに含む

内外面回転ｰ碇1灰色I,微細齢‘廿英・長とiわずかに含む鰯

赤暁け須忠器＄',Al外而回転･･デ、外面にぶい澄色、内面灰色謡衝英・長打の砂粒まばらi晶含

む。大きめの赤他粒含む。

内ﾀ|而同恥ｰテ。内ﾀ|而灰白色、新而灰黄褐色念石英,長行の砂粒、炭化物まばらiご含む。

内外詞同I侭ラ･デ。灰肉色ｅ蒋英・長石の砂粒まばらに含むａ

全I訂磨滅、内外面|邸|銅-デか。灰同色。訂英・挺禰の砂粒．炭化物多く含む

小型品ｃ内外強i回薮ﾉｰｱ。外面灰色〈自然柚>、内面灰色、断面褐灰色。Ｚ蝶・認ｵの砂粒
わずかlこ含む。

内外面 可転･‘･デ、外底而へラ切り雛:"後･デか。艇.劃色。識詞な謂英・長万わずか《ご含む。
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r5055
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。届
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｡届
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｡塀

｡届

。届

『１噸

。届

ＤＴ４１８

pQ46東畔

：〕Sf5畔

二〕R4８
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ｐＲ４７

、'１，４８

DS45II＃

亘)Ｑ4６

DY50畔

ｚ〕ＷＪｉ８

ＤＴ４７

~)U45IFl1

ＤＴ４６

､艶3畔

DＷ４７

D1j46

ＤＱ４５

ＤＱｌ１６東畔

l〕Ｗ4８

ＤＳ５０

]〕Ｘ弱礁

rW45畔

曾W45畔

須恵器

須測

痕罵器

須恵器

痕恵器

緬恵器

娠慰器

涜恵器

目恵器

須恵

須恵

須恵羅

須恵盤

娠恵器

禎恵器

負恵器

須感器

須恵器

灰柚臓器

奈良ユ彩

瓦

瓦

上師

ル瞳師：

.と即涛

土師器

上師等

土師器

岩師

土師

土師器

弥生.｢器

照

艦

壷

長頚燕

長顎禰

艮頚壷

長頚壷

兜

認

麺

率
一

蕊

艶

蕊

九瓦

Ｔ瓦

高坪

艶

艶

難

狐ｏｒ蕊

甑

寵？

髄？

論

休部

底部

肩部

体祁

休部

肩部

肩部

休部

休部

体揺

【I織部

1ｺ織部

11録部

【I緑部

肩部

騰稲

服錦

胴部

１１縁部

馴脅部

抑部

肩部

【l識部

１１識部

11緑部

握手

唾部

に]識部

底部

「l課部

1人1外面Iul賑･ｿ･デ後、外面宅半I具カキ闇訓整。外面撫色〈自然軸)、内面灰僧･色匡舗英・長端
の砂救わずか;ニ含む

服部内外筋凹娠､デ、底部外面不定方測ケズ:針内面携眼痕。外面暗灰色（1.1然軸)、内面
灰、色。頑・災・蛙Tfの砂粒まばらに含む。

凶外面回転-:デ。Ｉノリ外面灰デ:色．外面作劇唯､121.1然秋。断面灰褐色ｃ微細准:Wｪ英・憂石ゎ･ず

かに含む。

赤焼け須恵器。内外爵同i侭ナデ、外面部力誰1．外而灰閏色、内面iこぶい撞色。荷英・長
'βの砂粒一棚礁わずかに含む

内外而凶塚ナデ後､外面部分的にカキ:‐iolIkIL':色。石英･災禰の砂粒､脆化物ま窓ら(ご含む。

肩部外面凹線ユ灸ご外面磨滅、内1節回転･ｰヂ色灰l‘i色。巧英・長軒の砂粒ま鴛みに含む‘

内外1節回妖ﾉ･デ。灰rI色。万炎・丘石の砂紘まばらに含む。

外面ハケ劃疑縦ナデか、山繭職ナデ。灰rI竺句禰炎長所の砂粒わずかIこ含む

内外而

内外面
かに含

Ｌｉ識祁タ
英・長干

内外面阿転j･デ倍内ﾀi而曙灰色、｜所而灰:色‘,微細な櫛英・長Z.i、炭化物をまばら;ﾆ含む

Ll緑

凹娠

口緑部Ij9外面回娠ﾂ･デ。Ｉｌｆ部外面磨滅、内向脊梯波文あて呉痕ｃ内外面灰色、断砺灰黄色。

微細な石英・長石の砂粒、赤色粒、炭化物わずかに含む。

赤縦}ｵ須恵器。全而晦澱、内而青海波文あて具撰G;浅黄樋色句イJ英・曇.蘭の砂粒．赤色粒多

<含む唇２m!n大チヤー・に合むR，

外而擬格子硲状タタキ、内面青悔波文あて災痕翻灰色シ石英・呈石の砂栽わずかに含む。

外面不定方向の格子同状タタキ､内面平行条細のあて具痕｡灰色｡微細な石英･長欄多く弁むつ

外面不定方Inlの平行タタキ、内画宵海候文あて共痕。灰円色。微細な宥英･長子]，艇化物わ
ずかに含も

内外面凶娠ナデ。:Al外面に薄い緑色の鮎がわずかに認められる。断面灰F1色。徹細な石英
長石わずかに含む壱

全面磨滅。内外面窟紬

凸面板･･デ、凹面布阻

全面磨滅｡凸面惜・/･冊う

全面磨滅、内面談り痕。内外面明赤褐色、断而暗灰黄色〈黒化而)。埼英・長‘tiの砂粒、赤
色粒まばら;こ含む｡

全面磨滅。外而‘憧色､内而赤澄色､I折而灰白謹リィゴ英･長石･チ学・言､の砂粒へ:．諜疹く含むｃ

内外園･I師-.デ。内外画燈色、断面灰蛍色。;ﾘﾆi英・長石の砂粒須一剥礁多く含む‘，

外砿讃オ．!；..,富、Ｗ外面横ナデか．内外面熟補色、断面掛色。石英・長石の砂粒～細祭非常iこ
多く含む。

外面ハケ目後･･ア､内面横ﾅヂ。灰黄謁色。石塊･長石の砂裁~細磯非常臆多く含む。

全面磨滅。椴色・断面灰''1色。石英・長詞の砂粒、赤色粒、炭化物まぽやrこ合を

小;砺Ｌ３残ｲlqo外而指オサコー,ゾーデ、内而ｰヂ。外面妖黄褐色、内薗に綴い横色。石英・豊
畷の砂粒、赤色粒わずかiこ含む‘，

移動式竃。外面縦ハケ:１，，I緑端部,､.内而横方向ハケIi･外面賎ぶい黄橋色､内面黒褐色〈煤

付若？〉、！'L1irF部にぷい褐色。石英・・塁打の砂粒～細聴非常に多く含む。

移動式寵。外而縦ハケＨ，内而ﾅｰヂ。内外面;二ぶい澄色、断懸時灰黄色。石塊・妊霧の砂粒
.-細牒非常に多く含む‘，

統刻則。内外而膳減。外面にぶい謎色、内而Kこぶい黄種色咽Ｉ桃・装輯の砂粒一
微綱な赤色粒まばらに含む。

特部直亨に断而：角形状突帯。・晶品.を凹線文でＺ画._た巾i晶披状文。外面カキは、内面

ナ･冗股色。石英・長鞭の砂誌を妄ばらに含む。

転ｊ･デ殆灰向色．微訓摩石英・長:画、炭化物篭くわjfかiﾆ含む。

転・,-デ。外面同転ヅデ、内面灰箇蔑、慌面灰赤色。侭釧な極英‘差‘if，炭化物わず

而列点文・凹線文・利v軸直純文。内外而I仁1噸‘ツデ。内外面暗灰色，断面膜白色。石

の砂粧．､･細際、炭化物わずかに含む

(緑袖･rI軸)心断閲淡黄色。石英･長万・チ･*,’・1.の砂粒わずかに含む鯛

痕。灰r1世画石芙、長万の砂粒まばらlご含む。

ノタキ｡浅黄捜色｡の軒典･脆府の砂粒､炭化勃粒､赤色粒表ばら;品含む。
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１s
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R5０

長罰

R5０ r鋤5］

ｄ耐

４砿 ＤＵｊｌ

須蕊器

頭恵醤

Li，

川､

底部

唾部

外面凹転ナデか、内面1画I裾ｰテ。,天藍色響微細な.箇英・良伺まばらに含む｡

内外而阿転ぅｰヂ、』 |・産前へラ切り離し摸。灰ｒｌ色。微細なZ;僻英一艇Z:わずかI‘ﾆ含む。
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DY50畔

Ｗ4７

賞恵

製恵

製恵

須恵

貢恵

須恵

鉢

鉢

高塚

,汚毒

,]緑部

11認部

!i縁部

脚擢部

卿柱部

ｒＩ詠部

同外面

内外而

内外面

内外面同糎ナデ、外而カキF1･灰1,’

全面磨滅。晩成やや軟萱。淡黄色量

内外面回転ナブ２。灰白色。微細な弱

可蛎ヂデ亀灰白色。微濁な朽英・長石わずかに含む｡

際滅、薩転ずｰヂか？灰:庇.色鼻微棚な‘好英・長,f撞窟らiこ含む．

極･ilデ酋内外而灰白色。広 両口然抽醐微細な荷英・長だ:わずか侭含むく

皇｡石英・長飛の砂粒をまばらに含む‘

緬な石英’蚤粁、炭化物沓ばらに含む。

腿・蚤禰、炭化物わずかlこ含む．
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吐物内容

猿別

弥生_rＲ

弥栄:賂器

弥栄．:二器

伽４１言‘.呂器

弥串･と型

弥止是呈

器磁

．!#目

壷

部世

.'録部

､1.椴部

.『識部

1.:頚部

頚制

頚部

叉棟一訓整・色調・論.．なぎの特微

母外面磨滅竃・毎外面に顔i,､溌色、断面肱黄禍色･荷英，長打の妙技非常に多く、微細な赤色
泣富ばらiﾆ含むａ

内ｼ】

･-刑

受fｌ

|Xll

頚郁外詞､二多条沈；

Z,の砂粒一訓確影，

頚部｣壷に突帯１条，．へ撚而蛎城、劉征指才画'j･ず･･外・断面および黒変部は端1災色．門前沈出
色一軒提腿石の砂粒一刑熊多く含む

減
謹

即滅、雄

突端エ条０，外I随･ヂ､内1筋突帯部分縦ナデ。外iiiにぶ増‘造潤色､:勾而}こぷ群樹唱号荊欽
”砂粒～糊聡非'鳶に多く、′l”以Ｆ”雲雌わずかに含む

外lni仮状弓.具小｢~痕“外面};･錨し､横色、内面iご・ぶい黄溌憩い.到英・任万の砂粒
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3４

[古代の土師器・黒色土器］

１～１４は古代の土師器で、赤彩が多い。ｌは小型な

がら深みのある坪。灰白色の胎土に明赤褐色の赤彩を

行う。２．３は坪口縁部。３は小片ながら特徴的に

つまみ出した端部である。４は端反りの坑口縁部。

やや黄色みを帯びた胎土に内外面に明赤褐色の赤彩を

行う。５は浅い坪。胎土自体も赤みがあり、明赤褐色

の赤彩が内面に残る。６は皿で、口縁端部が外反す

る。底部Iまへラ切り未調整。８～１３は底部。７．９．

ノＩ

、

三▽一一

、 に＝二
戸一一
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１０．１１は平底から直線的に立ち上がり、８．１２は一度

立ち上がってから外に開く。８は底部回転へラ切り

で、灰白色の胎土に穫色の赤彩を行う。９は体部外面

をケズリ後ナデ調整。やや黄色みを帯びた灰白色の胎

士に明赤褐色の赤彩を行う。１２の底部Iまへラ切り未調

整か。

１３は面取りにより多角形状を呈する高坪脚部。灰白

色の胎土に赤褐色の赤彩を行う。１４は小型の高坪等の

脚端部か。橿色の胎土に明赤褐色の赤彩を行う。

１１６

２０cｍ

芦
⑨

ノノ 、

図７４SR-301‐②層出土遺物(2)一須恵器①－（縮尺1/3）
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１５～１７は内黒の黒色土器。１５は端部が端反りする坑

口縁部。内面は横方向のミガキ仕上げをし、外面は口

縁部が帯状に黒変する。１６は平底ながら、内面黒色で

丁寧にミガキを行っており、黒色土器とした。１７は小

型の婆。内面黒色処理がなされ、外面は体部にケズリ

を施し、頚部は横ナデ仕上げする（図版１８－１)。

[須恵器］

１８～68は須恵器（図版１８－２)。古墳時代から古代

まで、一括して報告する。

１８は小型ながらやや天井の高い坪蓋。６世紀中頃か

ら後半。１９～21は杯身。１９はやや厚い立ち上がりをも

ち、６世紀後半。２０は立ち上がりを欠くが、回転へラ

ケズリの範囲がやや広く、６世紀中頃まで遡る可能性

が高い。２１は回転へラ切り未調整の底部。

２２～24は蓋。２２は小型で、内面にかえり、頂部に高

い擬宝珠つまみをもつ。２３．２４は口縁端部を下方に肥

厚させるのみで、前者が小型、後者は大型。

２５～42は坪。２５～27は口縁部。２５はわずかに内湾気

味に直線的に立ち上がり、２６は回転ナデにより端部の

外反が明瞭。２７はわずかに外反。２８～32は高台をもた

ない底部で､回転へラ切り未調整か。３１は外面黒色で、

胎土は土師器に近い。３２も軟質の焼き上がり。３３～

42は高台をもつ坪。３３は全形が復元でき、直線的な深

みのある坪。他は底部。３３～35は高台断面が台形状で

外に踏ん張る。３６は方形で、接地部が凹線状に凹む。

37～40は台形から長方形状に高くなるが、端部が丸い

高台。４１は低いながら外に踏ん張る高台で、焼きは良

くない。４２も薄い台形状で端部が丸い。外面黒色に炭

素が吸着し、胎土は灰白色の瓦質。

４３～45は皿。４３は口縁部が外反する。４４は休部が内

鱗Ⅱ－』
０ ２０cｍ

【】

湾し､外面黒色に炭素が吸着し､胎土は灰白色の瓦質。

瓦器に近似する。底部外面はケズリ調整か。４５はわず

かに内湾し、端部が丸く肥厚する。ロ縁部外面は帯状

に黒変する。

４６は高坪坪部。長方形透の上端が一部残る。

４７は直口の鉢。端部は凹線状に凹む。４８は体部の屈

曲部に浅い沈線をもつ。

４９～62は壷類。４９．５０は腺。４９は頚部にクシ描き波

状文をもつ口縁部。５０は体部中位にカキ目、肩部にク

シ歯刺突文をもつ体部片。５１は短頚壷口縁部で、肩部

に蓋の重ね焼き痕がある。５２は口縁部と頚部の調整が

斜･交し､大型の平瓶口縁部とみられる。５３も壷口頚部。

肩部は水平に近い。５４は壷肩部で、外面カキ目調整、

内面の頚部との接合部に段を残す。５５はそろばん玉状

に張る長頚壷体部。５６は体部下半片で、丸底底部には

回転へラケズリがみられる。５７～61は高台を有する底

部。６２はより高さのある脚台部。

６３～68は謡。６３．６４は外反する頚部に、やや肥厚す

る口縁部をもつもので、頚部に連続する刺突文状の凹

凸がある。６５は頚部がまっすぐ立ち上がり、口縁端部

を上方につまみ上げる。６６は大型の謡頚部で、クシ描

き波状文をもつ。６７は頚胴部で、外面にカキ目、内面

に青海波文がみえる。６８は体部片。やはり外面にカキ

目、内面に青海波文である。

[瓦］

古代に遡る瓦として、４点を図化した。６９は軒平瓦

の瓦当接合部。凸面側に接合用の粘土を貼り足し、凹

面には粗い布目が残る。内外面に炭素を吸着させ、

胎土は瓦質で精良。７０．７１は、ともに隅部を残す平瓦

で、凸面縄タタキ・凹面布目が見られる。７２は凸面に

lif:芦

蕊謬

詞|鍵灘，
図７６SR-301-②層出土遺物(4)－瓦一（縮尺１/3）
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一

両

深い格子目タタキをもつ平瓦。

[古墳時代の土師器］

７３は長く延びる壷口縁部。雲母をやや多く含み、搬

入品とみられる。７４．７５は、ともに小型丸底壷の頚部

から休部上半。前者はやや縦長、後者は横長。７６は小

型鉢の口縁部。

７７は大型姿の口縁部で、端部を強く横ナデし、内面

側が段をなす。７８は小型の布留系翌。口縁部は若干内

湾し、端部を外側に軽くつまみ出す。７９は小型姿。口

縁部は内外面とも横ナデで内湾し、休部は粗いハケ目

調整。８０は長胴の莞。体部外面は粗いハケ目調整し、

内面上半にオサエ痕をよく残す。口縁部は２段に横ナ

デし､内湾する。煮炊具として古墳時代に一括したが、

古代に降るものである（図版１８－３)。８１は把手剥落

部で、甑片か。

８２．８３は高坪。いずれも坪底部に接合していた脚が

剥落している。８２は脚部上端が中実で、８３は管状。

[弥牛十器］

８４～131は弥生土器で、８４～１０２が壷類。

８４は外反する口縁部に１条のへラ描き沈線と刻み目

を施す。８５はやや直立気味に外反する口縁部で、端部

に斜格子文。８６は外反する口縁端部に、２条１単位の

山形文を有する。８７は口縁部内面に１条の貼付突帯、

頚部に２条以上のへラ描き沈線をもつ。８８は幅広の削

出突帯上Iこへラ描沈線２条以上と刻みをもつ。８９は１

条のへラ描き沈線が認められる上胴部片。９０は円管刺

突文をもつ体部片。９１は幅広の突帯を貼り付け、それ

を３条突帯状に強く横ナデする頚部。以上が前期から

中期中葉の範晴に収まる。

９２～95は端部に凹線文をもつ口縁部で、中期後葉。

92は内傾する頚部から短く外反する口縁部に４条の凹

線文をもち、頚部縦ミガキの後、「ノ」字状刺突文を

施す。９３も同様の形態の口縁部で、３条の凹線文をも

つ。９４は大型。口縁部だけでなく頚部にも凹線文をも
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る。１０１は底部付近外面に横方向のミガキが残る。１０２

は小さく厚い。

103～119は莞。103は如意形口縁で５条以上のへラ

描き沈線をもつ。前期末葉。104～106は「く」の字状

口縁｡104は内面に明確な稜があり、屈曲は直角に近い。

口縁端部はやや丸く収める。lO5は屈曲が２段状で体

部が張る。口縁端部は面をなす。１０６は体部があまり

張らず、口縁部もやや立ち気味。胴下半内面に横方向

ち、内面にケズリが認められる（図版１８－４)。やや

大型の95は、４条の凹線文をもつ。

９６は短く外反する口縁部で、端部に幅広の凹線をも

つ。雲母を多く含み、搬入品の可能性が高い。９７は内

外面縦ハケ目調整を主とする休部上半。内面最大径部

は横方向のケズリ痕が残る。

９８～102は底部。９８は３cm程の厚い底部ｏｌＯＯには縦

方向のミガキが外面に、内面にはケズリの痕跡があ
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図８１SR-301-②層出土遺物(9)一縄文土器一（縮尺1/3）
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のケズリがなされている。

１０７～１１１は頚部の屈曲部に押圧突帯を貼り付ける。

１０７はやや幅広の突帯で、これに対応して頚部内面も

面をなす。口縁部は短く、体部はやや張る。108は、

あまり張らない体部からほぼ直角に屈曲して水平方向

に口縁部がのびる。端部を上方に拡張し、やや幅の広

い凹線１条を施す。頚部の突帯は、板状工具により連

続押圧が施されている。109は同様の突帯部片。１１０．

１１１は布目押圧貼付突帯である。110は外面横方向のミ

ガキ仕上げ、内面は縦方向のケズリ後、横方向のミガ

キ仕上げ。

糾 機
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図８０SR-301-②層出土遺物(8)－弥生土器③－（縮尺1/3）

１１２．１１３は張りのある体部上半で、頚部に突帯はも

たない。112下部にはケズリ、113は外面に粗い縦ハケ

目調整が残る。

１１４は曲線的に外反する口縁部で､径はやや小さい。

115は丸く張る肩部で、外面は横方向のミガキ仕上

げ、内面はケズリ後横方向のミガキ仕上げである。

116～１１９は底部。116～１１８は平底で、１１７の外面に

は幅広の縦ミガキがみられる。119は高台状の上げ底。

120は如意形口縁尭のミニチュアか。

121～125は鉢。121は体部に４条のへラ描き沈線を

もつ。前期末葉。122は直口の口縁部に耳状の突起を

貼り足し、その下部に小孔を穿つ。123は凸状の底部

で小型。124は高台状に突出する底部で､やはり小型。

125は厚く外に張り出した底部。

126～131は高杯。126は口縁部に４条の凹線文をも

つ杯部。外面ハケ目後、縦方向のミガキ仕上げ。内面

はハケ目後､４方向の弧線状の横ミガキ(図版１８－５)。

127は小型の坪部で、外面立ち上がり部に凹線の一端

が残る。内外面ミガキ仕上げ。128は脚部から坪下部。

坪底部は円盤充填により、脚上部に６条のへラ描き沈

線がみられる。129は脚部で、上部に４条のへラ描き

沈線､下部に矢羽根状透の一端が残る。130は脚裾部。

外面に３条、端部に１条の凹線文をもつ。131は小円

孔を有する小片。高坪あるいは器台の脚部の可能性が

高い。

１０cｍ
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[縄文土器］

132～135は縄文土器（図版１８－６)。132は内傾する

深鉢口縁部、内外面は条痕調整後ナデ。133は深鉢体

部の屈曲部、内外面ナデ仕上げ。134は深鉢下部で、

外面に粗い条痕を残し、破片上端部に縄文が認められ

る。135は椀状の浅鉢口縁部、細く鋭い口縁端部は横

ナデし、内外面細かい条痕調整後、外面ナデ。

[士製品］

土製品として２点を示す。いずれも管状土錘。１３６

はほぼ完形。長さ約5.5cm，最大幅1.6ｃｍと、身の中位

が太い。孔径は約0.5cm・’37は半身で両端も欠く。復

元孔径から、136より若干大型（図版１８－７)。

[石器］

138は砂岩製砥石。断面五角形状を呈する（図版１８

－８)。139はサヌカイト剥片である。

[鉄器］

140は断面方柱状の鉄器で、釘とみられる。

③SR-301‐③層（e2層）の出土遣物

SR-301-③層（取り上げ時にはe2層）出土遺物は、

本調査出土遺物の過半数を占め、出土時にはコンテナ

30箱余を数えた。しかも、破片の大きなものを多く含

む。内容的には､古代以降の土師器供膳具(赤彩含む)・

煮炊具、古墳時代から古代の須恵器、瓦、古墳時代の

土師器、弥生土器、縄文土器、土製品、石器、鉄器が

ある。特に弥生・古代の土器が多く、黒色土器が含ま

れないことから、古代後半までは降らない。

SR-301-③層出土遺物から、810点を以下に提示する

（図83～126、図版19～24)。

[古代の士師器］

土師器のうち、供膳具を中心とした古代と考えられ

る土師器を提示する。点数は75点。このうち、供膳具

がｌ～65の65点で、残り10点は土師器煮炊具でも古墳

時代に遡らないと判断したものである。なお、供膳具

には赤彩を施したものが少なくなく、これらは一括し

て図示した（図83～85、図版１９－１～３)。

ｌ～37は、古代土師器の供膳具でも、赤彩の確認で

Ⅲ
図８２SR-301-②層出土遺物(０－土製品・石器・鉄器一（縮尺1/３．１/２．２/3）
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に脚接合艇
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FA粧やや多く含む限
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卜而溌色
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きないものである。それでも、胎土自体が赤みをもつ

ものが多い（図版１９－１．２)。

ｌ～10は坪口縁部。ｌは外反する口縁部で、口唇内

面が凹線状を呈する。２も口唇内面に浅い凹みをも

つ。３は、横ナデにより口縁部外面に浅い凹線２条が

巡る。４は底部まで残り、高台が付かないタイプとな

る。体部は内湾しながら立ち上がり、口縁部はやや外

反する。５．６も同様に内湾しながら立ち上がり、５

は口縁部の外反が強く、６は小型。７は口縁部横ナデ

により外反するがやや大型。８～10は内湾気味に開く

口縁部で、９．１０は端部がやや尖り気味。

１１～15は、高台をもたない坪底部。１１．１２は深みの

ある底部で、底は薄く、立ち上がり部分が厚い。１１は

内面回転ナデの後、横方向の散発的なミガキを施す。

13もやや深みのある底部であるが、体部は一度内湾し

て立ち上がった後、外反してのびる。１４．１５はやや大

型で、皿底部の可能性もある。１４は底部から直線的に

外傾してのびる体部で、１５の底部から立ち上がりは、

やや急である。

１６～21は高台をもつ坪底部。１６は小型ながら外に

しっかり踏ん張る高台で、胎土はにぶい黄燈色で多く

の砂粒を含む。１７～20はやや丸みをもつものの、断面

台形状の高台を有する。２１は幅広ながら、三角形状に

近い高台である。なお､18.19は赤い胎土が多い中で、

白い胎土をもつ。

２２～24は小型の皿。２２は内湾する体部に、端部が外
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頚部

i･嗣部

‘･号胴醐

‘.-胴部

厨部

１１識韻

村部

底部

底部

文擁・詞夢・鞄詞・胎士などの特徴

頚部貼付押旺突稲。頚部内面丘蛎描ｰ･ァ。内外面浅黄撞色．皇唾以下の澗拠・艮矛：，雲母
赤色粒やや含む

頚
魂
部布目押H:貼付突帯。体部:却外面識ミガキ、頚部内面横プデ。内外面壁色。２１１叩以卜の石
長石・雲吐，赤色粒やや含む。

罰部布巨押[叫術突帯ｃ外面横ミガキ、瑚而才・１．．．．内外I薗撹色。３“I以・'や芯英．長X：
芸紙，赤色趣やや含む．

外面麿滅、頭部松ナデ、内弼ゾ･デ、下．，f淀ケ･ズリ。内外面燈色、外面有黒斑金２画以;･･のXｊ
典・憂詞’聖鳳・赤色粒多く含む

外面頚認検す.デ、休部祖も､縦ハｸ･;』、広面斜･;-戸。内外面灰白色。３諏以”》:Ij災・差禰
要母含む．

1.1隷稲検ずー ヂ。外面にぶい澄色、脚面浅黄機色。』mIn以~'.'､.の禰英,長行･雲母,赤色粒含む，

内外薗護部横ナデ、外而休部縦ミガキ、１A1面休部..'･端職ケズ;ｊ、以;･曝横ミガ主。外而にぷい

隙色、内面茂撰栓色Ｊ２Ｉｍ以卜・の櫛英・長X；・雲母やや含む曇

内外随磨滅。旬外面明赤褐色。’mII,以Fの衝英・長石・雲鮭やや多く含む。

外面I潟酎の縦ミガキ、内面磨滅。外而世色、睦部外而Iﾘ]赤褐色、内面洩黄鐙色。３皿以Iざの
慨災・畏禰・窯､:やや多く含む。
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睡測

:I緑部

坪部

』不剖

脚部

脚嫉部

脚部

11維部

体部

休部

I]縁部

元研

半切

庇部外側l髄・脚r:;オ･リニ。芯外面明赤褐色、タ|､面刈･黒斑。３…以Ｆの万典・挺石・実母やや
多く含む

:I縁部外鷹４条・；I辱部：条の：条単位のIIl?縫文蜜外面鞭ハヶ日後維ミガキ.、内面縦ハヶ．．
後４単位の描ミガキ。外面砿祷･瞳･褐色でｲl､黒斑､lﾉ《衝にぷい黄檀色。１賊以.､､の石英･長石.
雲母・赤色競含も

内外面縦ハｹ･11後縦ミガキ。内ﾀ揃燈色。を.英・録i・雲革・赤色の微剖粒含む昏

脚.二部へラ描き沈線６条以上

ﾀﾄ面#世色c2IIlwl以ルの石英

脚上部へラ描き沈纏４条、脚部失刈謹選、坪底

ﾀﾄ面明赤旧色。ｆｉ英・長ｲ１．・雲母の剥粒やや

脚部外1節３条・端部ｉ条めユ条革位の凹機文。内面債ジデ。内外面撞色。２１，１１１以iもの石英
艇朽・装、:やや含む。

有孔。内外而鐙色。､付英・長:ILi・雲母の那位含む‘

外画横の条痕強ｿｰヂ、ｉへi面識等|の条痕、：1縁ｰテ･外面髄患い黄褐色、内面灰黄詞色。２
nm以下の弱英・艮石・襲母やや多く含む霊

内外面横～綴のナデ諺内外面灰『I色、外而Ｆ半煤付若，３諏以1,の班芙・是汀・塞録やや多
〈念む。

外面斜の条痕、‐二も
髭あトル２ｍｍ以庶’

外而讃､ご僻

褐色勅３，１

にぷい黄

掩色。石

断而託角

サヌカイト製。現諏最1559。

断而方挫状

の条痕
以下の

．-灰黄糊色勺胎-f希良。

長画・雲峰の微剖粒含む。

状。砂粁製。災重並Ｍ】“園。

芯･･部に認文、内面ず･戸。外而

》石英・長芯・雲埠,赤色枕や

ｰヂ、内面横へ､斜の条痕、’1認部栽･ﾉ･デ。外面にぷも職褐色、内而灰黄
炎長石やや多く含む。

薄底部円板完』！
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坪1A』面,脚外面塵域、脚内獅愉ケズ;j･面
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l円板充填剥落．外面磨滅、内面絞り月。内

む。

燈～にぶい撞色、｜ﾉﾘ面掲位．‐・部焦げつ

多く合･も
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内外I前磨滅。内外面明赤褐色亀21,1以下の4i英・長打・雲維・赤色粒やや多く含弥。

鎚外而膳城｡外而松色､内面灰確。２mm以下の語:英.厩i､裳凧をやや多く露,.。
1ﾍﾆ外面膳蛾。内外面蛍褐色。３１mn以下のZ茨・長詮・・実母多く含む。

へラ飛沈縦４条．内而祷jデかミガキ，外ImiFぷい横色、内面授色。：噸以'､､の石英･長口
雲母・赤色粒命む。

I]隷端蔀雨状突起､その･Fi:､孔(鋤Lか>･内外面浅設撞色｡皇1,1,以卜･の{j蕊.錘やや含む。
i･【‘‘’1ｋ．内而オザ．､二・外面浅黄橋、機色、内閲灰褐色、焦げ付若。軒英・長箇・雲噂;・赤色の
微細粒含む咽

渦状底部｡底部外測而オサ..畠副内外面にぷい稀色２．１】以.．Fの蒋英･長所.，,雲母やや多く含む。
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庭二一三三フ：

３０～37は、古代に降ると判断した高坪である。３０．

３１は坪部と脚部の接合部である。ともに、ヘソ状に坪

部側が突出し、辛うじて残る脚上端部は多角形状を呈

していた可能性が高い。３２は円柱状の脚上端部で、細

い沈線２条がみられる。胎土から古代に位置づけた。

33～37は、脚部をヘラケズリにより多角形状に面取り

する脚部。３４は上部が杯部との接合用に外方に開き、

下部も裾部への広がりがみられ、脚がまっすぐ立ち上

がるのは６cm程度と低脚であることがわかる。３５．３６

も裾への広がりがみられ、３７の脚裾部も径約13cmと大
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図８４SR-301-③層出土遺物(2)一古代土師器②－（縮尺１/3）
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反して内面に浅い沈線をもつ。２３は直線的に開く体部

で、口唇内外面に炭素が吸着する。２４は横ナデにより

口縁部をやや尖り気味に収める。２５～27は大型の皿。

25は内湾する体部に、端部が外反して内面に浅い凹線

をもつ｡26.27は外反する口縁部で､端部は丸く収める。

２８．２９は盤の底部。２８は高台をもたず、内湾気味な

がら、底部からほぼ垂直近くに体部が立ち上がる。２９

は体部の立ち上がりよりやや内側に、断面細長い方形

の高台を貼り付ける。内面立ち上がり部は、横ナデに

よりやや凹む。
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型ではない｡33がやや大型高脚の可能性を残すものの、

他は小型低脚とみられる。なお､36は赤彩ではないが、

内側とは異なる赤い胎土を、外面側に用いている（図

版１９－２)。．

３８～65は赤彩の確認できた土師器を一括した（巻頭

図版４－２)。

３８～44は杯口縁部｡38は深みのある内湾する体部に、

ナデで口縁部が外反する。赤褐色の赤彩が内外面に施

される。３９も深みのある内湾する体部に、強く外反す

る口縁部を有する、やや小型の坪。燈色の赤彩がみら

れる。４０は口縁部が外方へ緩く屈曲し、口縁端部は丸

く形作られる。明赤褐色の赤彩を内外面に施す。４１は

丸みのある内湾する体部から口縁部が外反する。黄色

みの強い黄褐色の胎土に、撞色の赤彩が内面下半に残
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図８５SR-301‐③層出土遺物(3)一古代土師器③一（縮尺1/3）
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図８７SR-301‐③層出土遺物(5)一須恵器②一（縮尺1/3）

る。４２．４３は口縁部が回転ナデによりやや外反し、端

部をつまみ上げて丸く収める。４２は明赤褐色の赤彩が

内面に残り、４３は燈色の赤彩が内外面に残る。４４はや

や内湾してのび、端部を尖り気味に収める口縁部。回

転ナデ調整の後、内面に散発的な横方向のミガキを行

う。橿色の赤彩が外面に残る。

４５～47は高台をもたない杯底部。４５はやや大型で、

明赤褐色の赤彩が外面に残存する。４６は内面に明赤褐

色の赤彩が残る。４７は小型で、燈色の赤彩が内外面に

わずかに残る。

４８は深みのある坪で、断面方形で外に踏ん張る高台

をもつ。４９は口径約20ｃｍと大型で､やや深みのある杯。

外にしっかりと踏ん張る断面台形状の高台をもつ。明

赤褐色の赤彩が体部内外面と底部外面に残る。

1３１

５０～56は高台をもつ坪底部。５０．５１は外に踏ん張る

断面台形状の高台、５２は内側に湾曲した細い台形状、

53は外にのびた台形状、５４．５５は三角形状、そして５６

は低平な台形状。５０．５２は明赤褐色、５３．５６は燈色、

５４．５５は赤褐色の赤彩を施す。５１は外面に淡黄色、内

面に燈色の胎土を用い、体部および高台部の外面に橿

色の赤彩を施す。

５７～60は皿。５７は口縁部が回転ナデによりやや外反

し、端部をつまみ上げて丸く収める。赤褐色の赤彩が

内外面に残る。５８．５９は体部が短く直線的にのび、口

縁端部は尖り気味に丸く収める。両者とも明赤褐色の

赤彩が内面にわずかに残る。６０は口縁端部を外方へつ

まみ出し、内面端部に浅い沈線が一条めぐる。桧色の

赤彩が内面に残存する。



６１～63は高台付の盤｡61は高い断面台形状の高台で、

明赤褐色の赤彩が体部外面と高台部内外面に残る。６２

も断面台形状の外に踏ん張る高台で、燈色の赤彩。６３

は断面三角形状の高台で、燈色の赤彩が内外面全面に

認められる。

６４は高盤の口縁部か。体部から内湾してのび、口縁

端部はやや内側に面を向ける。断面は浅黄燈色。赤彩

というよりも、器表を樟色の胎土で薄く覆っている状

況である。

６５は高坪の脚裾部で、端部を下方につまみ出す。径

約１１cmと小型で、燈色の胎土に赤褐色の赤彩がわずか

に残る。

６６～75は､古代に降ると判断した土師器謡である(図

版１９－３)。６６は口縁部を欠く上胴部。６７．６８は外反

する口縁部と膨らみをもたない胴部をもつ。口縁端部

は面をなす。６７は口縁部横ナデ調整で、６８はハケ目調

整、胴部はいずれもハケ目調整である。６９～75は口縁

部がやや内湾気味にのびる口縁部と、あまり張らない

胴部をもつ。ほとんどのものが口縁部内外面横ナデ、

胴部外面左上がりのハケ目、胴部内面指オサエ・ナデ

調整である。７２．７３の口縁部外面には×印のへラ記号

が認められる。

[須恵器］

須恵器は、７６～389の314点を提示する（図86～

100、図版１９－４～図版２０－６)。

まず、７６～105は古墳時代に遡る供膳具で、７６～８６

が坪蓋、８７～１０５が蓋坪である。７６は天井部と口縁部

の境に段を有し、口縁端部は内傾して面をなす。７７は

口縁部が屈曲し、口縁端部は内傾し、面をなす。７８は

天井部と口縁部の境に浅い沈線を巡らす。７９．８０は口

縁部内面に段を有する。８１は天井部と口縁部の境に弱

い段を設けるが（図版１９－４)、８２～85は天井部から

口縁部へ緩やかに移行する。８５は高さがあり、土師器

坪の可能性も考えたが、砂粒の含み具合から赤焼け品

と判断した。

８７は高くのびる口縁部で､口縁端部内面に段をもつ。

口径から６世紀前葉頃か。８７．８８はやや高めの口縁部

と短く突出する受け部をもち、口縁部を欠失する。８９

も同様とみられ、底部の1/3程度に回転へラケズリを

施す。６世紀中葉頃に位置づけられる。９０～103は、

口縁部・受け部とも脆弱で、底部回転へラケズリも

l/3以下の範囲となる（図版１９－５)。中でも、９７～

103は口径の小型化が進んでいる。６世紀後葉から７

132

世紀初め頃。１０４．１０５は底部。１０５は内面中央に青海

波文のあて具痕を残す。

１０６～123は７世紀以降の蓋（図版１９－６)。１０６～

109は口縁部内面にかえりをもつ。１０６．１０７はかえり

が口縁部よりも下方に突出し、天井が比較的高い。や

や高い擬宝珠つまみをもつと推定する。１０８．１０９はか

えりが短い。

110～123は口縁部内面にかえりをもたない蓋（図版

１９－６)。１１０．１１１は大型で、口縁端部を強く回転ナ

デし､下方に突出する。１１２～１１４も同様の回転ナデで、

端部が外下方に突出する。１１５は端部を下方に折り曲

げ、内面に凹みをもつ。116～118は端部が断面三角形

状に突出する。１１７は赤焼け。１１９は皿とも考えたが、

蓋とした。端部を内面側に巻き込み､焼きはやや軟質。

120～122は端部をわずかに下方に肥厚させる。121は

天井部が高く、丸い擬宝珠つまみがつく。123は天井

部から緩やかに口縁部にいたり、端部は丸く収める。

赤焼け。124～126は擬宝珠つまみ部。１２４．１２５は丸み

をもったボタン形で、126は中央部がわずかに突出す

る程度で肩平。いずれも赤焼け６

127～245は供膳具の坪。坪には、底部に高台をもた

ないものともつものの２者があるが、口縁部形態のみ

では判別できない。そのため、高台をもつことが明ら

かなものを除いた口縁部をまず提示し、続いて高台を

もたない底部、そして高台をもつ底部を示す。

127～175が口縁部（図版１９－７．８)。127～132は

体部が内湾する。小型の127.128は口縁端部を丸く収

め、他はやや尖り気味に収める。130の外面には回転

ナデにより浅い沈線状の凹みが数条みられる。131は

口縁端部が少し外反し、底部は回転へラ切り未調整。

胎土はやや黄色みのある白色で、焼きがやや軟質であ

る。132は口縁端部をわずかに欠失する。

133～171は、底部から直線的あるいは若干外反して

立ち上がる口縁部で、端部は丸く収めるものと、やや

尖り気味に丸く収めるものがある。口径の小さいもの

から配列している。138の体部内面に×印のへラ記号

が施されている。１３７．１４７は瓦器様に体部外面あるい

は口縁端部内外面が黒色を呈する。この他にも、白み

の強い精良な胎土で、焼き上がりが軟質のものが少な

くない。

172～175は、外反気味に立ち上がる体部から、端部

でさらに強く外反して、口縁端部を小さくつまみ上げ

る。１７２．１７３は軟質で、172は外面と口縁端部内面が
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図８９SR-301‐③層出土遺物(7)一須恵器④－（縮尺1/3）
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黒色化している。

176～200は高台をもたない底部で、基本的に回転へ

ラ切り未調整（図版１９－９)。176～181は若干凸気味

を呈し、１７９．１８１は厚い。182～184はほぼ平坦な底部

から軽く立ち上がり、内湾気味の体部となる。182の

内面には火擦痕がよく残る。１８０．１８３の焼き上がりは

軟質。185～200はほぼ平坦な底部からやや丸みをもっ

て外傾して立ち上がる底部。体部は内湾気味のものが

多いが、直線的なものもある。195は立ち上がりが緩

やかで、内外面を黒色化している。この他にも、軟質

の焼き上がりが目立つ。

201～245は高台を有する底部（図版２０－１)。高台

径の小さい順に配列している。高台は断面が丸みを

もった台形ないし平行四辺形で、外方にしっかり踏ん

張ったものが多い。底部から体部の立ち上がりは、

212．２34のように大きく開くものから、立ち上がり

の急な２０６．２１３．２３７等、多様である。また、高台に

接した部分から体部が立ち上がるもの、２０１．２０２．

２０７．２０８．２０９．２１２．２22のように、高台貼り付け部

からさらに外方で屈曲して立ち上がるものがある。焼

きは、やはり軟質のものが多い。なお、244等、径が

大きく器壁の薄いものは皿の可能性もある。

246～251は全形の窺える皿（図版２０－２)。246～

248は口径１３～l5cmo246は口縁の端部を内面側につま

み上げる。247は回転ナデにより、口縁端部内面が凹

こ_＝ 4６ ←
ｰ－

壱 r－－=二言も４９

二Ｆ三三三Ｚ
戸

５１、

、
～ :$

2５４

と二＝＝Ｉ ５７

＝
日 ２０cｍ

線状。248は外反して端部をやや尖り気味に収める。

249～251は口径１９cm前後。249は口縁端部をつまみ上

げ、端部内面が凹線状となる。250の口縁端部は面を

もち、251は外反して端部をやや尖り気味に収める。

252.253は高台をもたないが、底径および厚さから皿

とした。２５１．２５３の焼きは軟質。

254～257はさらに大型となり、盤とした（図版20-

２)。254は口縁端部が内面側に肥厚し、段をもつ。

255は外反する口縁の端部を上方につまみ上げる。焼

きは軟質。256は、底部から緩やかに少し立ち上がる

程度と非常に浅い。焼きはやはり軟質。257は、高さ

１cm前後の外にしっかり踏ん張った高い高台をもつ。

焼きは軟質で、外面は瓦器様に灰色を呈する。

258～270は塊（図版２０－３)。２５８．２５９は小型の口

縁部で、丸みのある体部からわずかに外反して、口縁

端部はやや尖り気味に収める。260は体部片で、外面

に沈線を２条施し、内外面に灰オリーブ色の自然粕が

厚く付着する。261～264は小型の底部。261は回転ナ

デによる外面の凹凸が激しい。264は底部外面がやや

凸状。265は台付坑の椀部で、脚台の接合痕が残る。

体部はほぼ直立から内傾気味。２６６．２６７は底部付近の

休部片。266には１条の沈線がある。268は椀と脚台の

接合部。２６９．２７０は脚台部だが、小型壷類の脚台部片

の可能性もある。269は接地部を内側につまみ出し、

270は外側にしっかり踏ん張る。
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図ｇＩ５

焼き上がり。

288は焼け歪みが激しいが、高坪形器台の坪部片。

外面は約15cmの幅狭の工具による平行タタキの後、

部分的にカキ目、内面は青海波文をナデ消す。市場窯

系とみられる（図版２０－４)。

289～360は腺、瓶類を含んだ壷類。289～292は腺。

289.290は内湾する口縁部片で、289の外面には波状

文がある。291は胴部上半から頚部で、体部外面カキ

目調整で、頚部に波状文を施す。292の上胴部は外面

カキ目調整。２９１．２９２とも孔は残らない。

293～303は瓶類。293は提瓶の口縁部。端部を外面

に巻き込み、丸く収める。２９４．２９５は提瓶または平瓶

の口縁部。294は外反して口縁端部を丸く収める。２９５

は端部内側に面をもち、尖り気味に収める。296は提
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,底ニニヨ

し

J１

、

霊ノ303
五

》

一ｋ、－－－

、

軍一
一ノＩ

、
１
ノ

塗Ｌ司璽“Ｉ

５

２７１．２７２は鉢の口縁部。271の体部外面には凹線が

１条ある。273は鉢の可能性も考えたが、径の大きさ

と内湾の程度から高盤と推定した。焼成は軟質。

274～287は高坪(図版２０－３)。274～276は杯部で、

274.275には透穿孔に伴うへラ痕が残り、275はその

残存状況から３方向透と推定される。体部外面に１条

の沈線がみられ、坪内面にはオリーブ灰色の自然紬が

付着し、窯壁片を巻き込んでいる。276は軟質。277.

278は脚柱部で、文様・透はみられない。277の内面上

半横方向のへラケズリを施し、278は内面にナデによ

る段がある。279は裾近くの脚部片。280～287は脚裾

部。２８０．２８１は脚端部を上下に拡張して段をなす。

ともに長方形透で、281は４方向に復元できる。282～

287は端部を下方に若干拡張させる程度。282は軟質の

一
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、
１

瓶の肩部。外腹面をカキ目調整、背面を回転へラケズ

リする。やや腹面側に寄った位置に把手部の接合痕が

残る。２９７．２９８は提瓶の体部片で、ともに円盤閉塞の

際の接合痕が残る腹面側の体部片。外面はカキ目調整

を施し、内面は297にあて具痕の青海波文が残り、２９８

は回転ナデ調整と閉塞部周辺に指オサエの痕跡がよく

残る。

299～301は平瓶の頚部。内外面回転ナデ調整で、頚

部と胴部で回転軸が異なる。３０２．３０３は肩部に稜をも

つ体部で、302は高い耳がつくことから、303は大きさ

から平瓶体部片と判断した。

３０４．３０５は広口壷の口縁部片。306は直口壷の口縁

部片で、口縁端部は面をなす。307～312は長頚壷の口

縁部から頚部。307は小型ながら口縁部を上下に拡張

し、体部は長胴を呈するとみられる。３０８．３１２には頚

部に凹線が施されている（図版２０－５)。

313～315は短頚壷の壷蓋。313は小さいボタン形の

つまみが付く。314は口縁端部を内側につまみだす。

316～318は短頚壷口縁部。316は小型で、若干外側へ

膨らんで直立し、端部は尖り気味に丸く収める。３１７
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は若干肩が張る（図版２０－５)。318は外面に格子目タ

タキが残り、内面は青海波文をナデ消す。

319～322は丸く張る壷の胴部。３１９．３２１は外面をカ

キ目調整し、321の外面には緑色の自然粕が数条滴っ

ている。320は肩部外面に凹線を１条巡らし、その下

１１こへラ状工具による連続刻目文を施す。工具は幅約２２

cmの先の尖ったへラ状工具で、木目が明瞭。323は耳

部を有し、壷肩部の可能性がある破片。傾きは任意。

324は丸底とみられる壷下半部で、内外面回転ナデ調

整。325はやや凸気味の平底底部で、外側面にヘラケ

ズリを施す。326は丸底の底部で、底部内面から指オ

サエにより、丸底を作り出している。

／

〆

／

／

／

／

327～342は、肩部から胴部へ稜をもって屈曲する壷

の体部である。３２７．３２８は頚部径が大きく、広口壷な

いし短頚壷の肩部。肩部から胴部の屈曲は鋭い。３２８

は肩部と体部の境の上側に凹線１条を巡らす。329.

330は頚部径が小さく、長頚壷とみられる。肩部か

ら体部へは鋭角に屈曲する。329は肩部下端に左上が

りの刻み目を施し、その上方に凹線を巡らす。331～

334は肩部に稜をもつ上半部だが、体部自体丸みをも

つ。下半部も342のように､丸みをもつと推定される。

対して、同じ上半部でも335.336は肩部に１条の凹線

を巡らし、稜が明瞭。３３９．３４０がそれらの胴下半部に

相当する。そして、稜をもつものの凹線をもたないの

3８９

3９０

、

、

０ ２０cｍ

図９９SR-301-③層出土遺物(17）－須恵器⑭－（縮尺1/3）
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が337.338、そして下半部での341である。

343～357は貼付高台を有する壷の底部。高台径や内

面回転ナデの状況などから坪と区別した。343は丸い

胴下半に、高く外に踏ん張り内端部で接地する高台を

有する。同様に、外にしっかり踏ん張り内端部で接地

する高台は、３４６．３５１．３５３．３５７等でも認められる。

356は細く高い高台であるが、欠損部付近に体部の屈

曲部が辛うじて残る。

358～360は脚台部。358は径約27ｃｍと大型で、接地

面は平坦。359は「ハ」の字状に開く裾部で、端部を

内側に突出させる。外面には暗灰色の自然紬が付着す

る。360は大きく開く脚台部。端部は内側に巻き込む。

361～391は尭類。361～376が口縁部。３６１．３６２は文

様を施す大型謡の口縁部。361は端部付近を外方に屈

曲させ、端部を上方へ拡張し、端面に凹線を巡らす。

屈曲部には断面三角形状の突帯を貼り付け、その下方

に７条ｌ単位のクシ描き波状文を施文する。362は外

傾してのび、口縁端部内面を若干拡張し、外面は幅広

に薄く折り曲げる。口縁部外面はナデによって形成さ

れた３～４条の凸線で区画され、その間を５条１単位

の工具を用いて施文する。まず口縁外面上端部にクシ

描き波状文、その下段にクシ歯列点文、さらにその下

段にクシ描き波状文である（図版２０－６)。

363～365は口縁端部を外側に折り曲げて肥厚させる

口縁部。３６３．３６４は大型品。363の頚部外面には×印

のへラ記号が認められる。ただし線は微弱（図版20-

６)。364は口縁外端部がナデにより段状となり、頚部

外面はカキ目調整。365は中型品で、口縁部が短く外

反する。外面タタキ調整、内面青海波文が残る。

366.367は短く外反してのび、端部を外方へ屈曲さ

せ丸<やや肥厚させて収める（図版２０－６)。368は口

縁端部を上下に拡張し、端面に凹線を１条巡らす。

369は短く外反し、口縁端部を上方にややつまみあげ

る。370～375は、口縁端部をナデ調整して面を作り、

内面側を尖り気味につまみ上げる口縁部。370は中型

品｡371は小型品で､肩部外面は格子タタキをナデ消し、

内面は青海波文。372～375は大型品で、口縁部は立ち

気味に開く。肩部まで残るものは、外面にタタキ後カ

キ目､内面に青海波文が残る｡376は短く外反してのび、

端部が面をなす。

377～381は頚部。377は大型品。３７７．３７８は口縁部

外面に凹線による区画とクシ描き波状文がみられ、

377の波状文下部にはカキ目調整がみられる。379はナ

１４５

、

、
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図１００SR-301-③層出土遺物⑱一須恵器⑮一

（縮尺1/3）

デによる凹線が認められる。３８０．３８１は頚部と胴部の

屈曲部で、やや小型。382～390は頚部から肩部。基本

的に外面タタキの後カキ目調整で、内面にあて具痕の

青海波文が残る。387はやや小型でなで肩。391は外面

のタタキが不定方向で、底部付近と推定される体部

片。内面のあて具痕が車輪文である。

392は円面硯の硯部。残存状況から連続した長方形

透を持つ圏足硯で、透は９前後と復元される。硯面に

は整形時のナデ痕が残り磨滅はみられず、ほとんど使

用されていない（巻頭図版４－３)。

[瓦］

出土遺物中には瓦片も少なくない。ここでは393～

408の１６点を提示する（図101.102、図版２０－７)。

393～404の１２点は平瓦。393～397は凸面に縄タタキ

痕、凹面に布目痕を残し、いずれも須恵質の焼き上が

りである。393は隅部で、側端面は凹面側を面取りす

る。396は側端部に調整時の沈線が深く残り、布目痕

をもつ凹面には、桶巻き作りの模骨に伴う凹凸がみら

れる。397は凸面縄タタキの後、一部を格子目タタキ

とナデ調整がなされ、凹面は布目をナデ消そうとして
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いる。398～400は凸面に格子目タタキ痕、凹面に布目

痕を残す。焼成は軟質である。格子目はいずれもｌ辺

６mm前後の菱形に近く、凹凸は深い。４０１．４０２は凸面

ナデ仕上げ、凹面布目痕で、須恵質の綴密な焼き上が

り。側端面を両側から面取りすること、細密な布目、

そして焼成・色調から、同一個体の可能性がある。

403.404は凹凸両面をナデ仕上げしている。

405～408は丸瓦。４０５．４０６は玉縁接合部であるが、

ともに玉縁部は欠損している。405の接合部は、本体

との接合幅が短く段差が高い。対して、406は接合部

が幅広で、緩やかに本体部へと移行している。いずれ

も凹面には、一枚布の布目痕が残るが、405の段部は

布がうまく密着せず布目が残らない。ともに表面に炭

素を吸着させている。４０７．４０８は丸瓦片。凸面は磨滅

しているが、ナデ調整とみられ、凹面には細かい布目

がある。

[古墳時代の土師器］

先に、供膳具を中心とした古代の土師器を提示した

が、以下では土師器でも古墳時代に遡る可能性が高い

ものを報告する。提示する資料は409～429の21点（図

１０３．１０４、図版２０－８)。

409は坪。回転により口縁部まで成形した後、底部

外面を時計回りにヘラケズリし、口縁部外面を横ナデ

仕上げする。底部外面に×印のへラ記号がある。

410～415は高杯。４１０．４１１は坪部で、ともに杯部外

底面に脚部を接合して成形する。410の脚部内面には

絞り痕がよく残る。412～415は脚部で、前３者が円錐

形､415は円柱形をなす｡いずれも内面に絞り痕を残す。

412.413は脚部上端側面に坪部を接合し、414は杯部

外底面に脚部を接合するタイプ。なお、414は内面に

輪積み痕を残し、裾部が屈曲し大きく広がる。415は

円板充填を行っている可能性が高い。

416～423は謡。416～419は薄手に成形されており、

古墳時代前期の布留式莞とみられる。416～417の口縁

部は、横ナデにより内湾気味にのび、口縁端部は若干

肥厚させる。419の胴部は球形をなし、外面は右上が

りハケ目の後、左上がりハケ目を施し、肩部と胴部中

位に横ハケ目を施す。内面は口縁部と胴部の境よりや

や下がった位置までへラケズリを施す。下半は左上が

り、上半は右上がりから横方向。420は口縁端部を内

側にやや肥厚させ、面は内側を向き、布留式の特徴を

残しているが、全体的に器壁が厚く、胴部内面にケズ

リは施さない。421は外傾して直線的にのびる口縁部。
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端部は丸く収めるが薄い。422はが立ち気味に外反す

る口縁部で、端部を尖り気味に丸く収める。423は直

線的に短くのびる口縁部に球形の胴部をもつ。

４２４．４２５は壷。424は口縁部で、器壁がやや厚く、

端部は面をなす。口縁部内外面ハケ目調整で、休部内

面にはヘラケズリが行われている。425は焼成前穿孔

をもつ底部片。全面磨滅のため不明瞭であるが、穿孔

のない底部を形成した後、倒立状態で、何らかの工具

を用いて底を切り開き、端部をつまみ上げるようにナ

デで整形したと推定される。底部内面には指頭圧痕が

よく残る。

426～428は喪または甑の把手。４２６．４２７は厚みがあ

り、横断面が円形または楕円形をなす。428は扇平で

横断面肩楕円形。

429は円弧を描く鍔状部。中世羽釜鍔部の可能性も

考慮したが、上面が水平になる点と破片下部の湾曲か

ら、移動式竃の浦部と判断した。

[弥牛十器］

弥生土器は430～736の307点を、器種別に示す（図

１０５～119、図版21～２３－１）。

430～438は前期前半の壷、壷蓋。４３０．４３１は大型壷

の口縁部で、ともに粘土帯接合部を利用して段を形

成する。431は段部に刻み目を施し、口縁端部に接合

部の段が残る。４３２．４３３は段を有する頚胴部境片。前

者の段は明瞭だが、後者は微弱（図版２１－１）。434～

438は胴部片。434は外面横方向のミガキを密に施した

大きく張る胴部から、凹線状の凹みを形成して頚部に

移行する。夜臼系。胎土に角閃石を含み、搬入品とみ

られる（図版２１－２)。435～437は、頚胴部境Iこへラ

描き沈線を３条ないし４条施す。438は特に段・沈線

が認められない。

439.440は壷蓋｡439は頂部が二山となると推測でき、

内面はハケ目を残す（図版２１－３)。440は肩平な円盤

状で、壷蓋以外の可能性もある。

441～461は前期後半から中期初頭の壷（図版21-

４)。441～449は口縁部。441は口縁下端部に刻み目を

施し、短く外反する頚部から下がった位置に、上下を

刺突文列で画す２条のへラ描き沈線をもつ。442も同

様に、頚部に刺突文列で画した４条以上のへラ描き沈

線がある。443はやや立ち気味の口縁部で、口縁端部

に１条のへラ描き沈線、破片下端の頚胴部境に１条以

上のへラ描き沈線を施す。内外面、丁寧な横方向のミ

ガキ仕上げである。444～448は大きく外反する口縁部。
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445は口縁端部全面を細かく刻み、尭口縁部とも考え

たが、やや長いため壷と判断した。446は口縁部内面

に円管刺突文が巡る。447は口縁部がやや肥厚し、端

面Iこへラ描き沈線１条を施した後、×の２方向に連短

線文を断続的に加える。448は口縁端部が下方にやや

肥厚し、端面には綾杉の単線文がみられる。449は内

面斜め方向に突帯を貼り付ける口縁部片。突帯が注口

状を呈する部位である。

450～454は頚部片。450は、内面に突帯が貼り付け

られている。451は太いへラ描き沈線を２条以上、４５２

は４条以上のへラ描き沈線が見られる。4531まへラ描

き沈線２条と、連鎖状突帯１条が見られ、後者上面の

刻みは２単位である。454は微弱な突帯を貼り付け、

上部を刻む。

455～461は胴部片。455と456はへう描き沈線と刺突

文の組み合わせ、457は貼付突帯、458は貼付突帯と沈

線文の組み合わせ、459は円管刺突文のみ、4601まへラ

描き沈線による、直線文と山形文の組み合わせであ

る。461は胴最大幅部にクシ描き直線文１条を施す。

クシ描き文は深い。

462～478は中期前葉から中葉の壷（図版２１－５)。

462～465は口縁部が大きく外反して、端部が断面三角

形状に肥厚する。462は口縁上端部に刻み目を施す。

464の肥厚は大きく下垂する。466も大きく外反し、端

部がさらに外方へ突出し、上端部をつまみ上げる。

467は外反する口縁部を上下にやや拡張し、沈線状の

凹線２条を施し、下端部を刻む。468は、押圧を施す

貼付突帯を有する頚部から口縁部が緩やかに外反し、

端部Iこへラ描き沈線３条の後、２条１単位の短線文を

刻む。469～470は大きく外反する口縁部の端部を上に

つまみあげ、端面に短線文を刻む。469.471は連続×

字文、470は山形文である。472はやや直線的に外反す

る口縁部で、端部を内側に突出させ、幅広の端面を形

成する。その口縁外端面には、３条１単位のクシ描き

による連続山形文が施される。

473～478は頚部。４７３．４７４は頚部に１条の断面三角

形突帯を貼り付けるもので、比較的張る体部から、頚

部で明確に屈曲して直線的に開く頚部をもつ器形に復

元できる。前期末葉まで遡る可能性もある。475は頚

部に押圧を施す貼付突帯をもち、口縁部は頚部から一

度立ち上がって、大きく外反する。476～478は筒状か

ら外傾する頚部に、断面三角形の突帯を複数条貼り付

ける。
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４７９．４８０は無頚壷。479は口縁部小片で、時期の詳

細は不明。480は、瀬戸内型妻様に、口縁端部に接し

て断面三角形の突帯を貼り付け、外面口縁下に横ナデ

を顕著に施す。口縁部突帯が小さいこと、丁寧な仕上

げであることから、無頚壷と判断し、時期も中期中葉

を前後するとして、ここに提示した。

481～500は中期後葉の凹線文が卓越した壷（図版２１

－６)。481～494は、内傾ないし直立する頚部から外

反し、口縁端部を上下に拡張して凹線文を３～４条施

す。495～497は同様に口縁端部に凹線文をもつが、

頚部からの開き具合がやや異なる。495はやや立ち気

味に開き、496は大きく直線的に開く。497は大きく外

反し、口縁端面はむしろ上方を向く。498～500は大

型品で、やはり外反する口縁部を上下に拡張し、凹線

文を４～５条施す。498では棒状浮文がさらに付され、

499は凹線文上を短線文で刻み、円形浮文を２段１段

２段と交互に密に貼り付ける。500もさらに大型の円

形浮文が貼り付けられている。

５０１．５０２は、「〈」の字状に屈曲する壷体部。501は

残存部分から、筒状の頚部が立ち上がると推測され

る。502は屈曲部上側に、「ノ」字状の刻み目を施す。

時期の詳細は不明ながら、中期後葉を前後する時期の

可能性が高いとして、ここに提示している。

503～521は後期から終末期の壷。503～506は凹線文

をなお有するが、条数も少なく微弱。５０５．５０６は口縁

部がやや内湾気味である。後期初頭に位置づけられよ

う。507～511は直立する頚部から外反する口縁部。凹

線文をもたず、口縁端部は厚さの変化もなく、そのま

ま収める。507の頚部には、板小口によるとみられる

｢ノ」字状の刻み目が施されている。512はやや頚胴部

の屈曲が明瞭。いずれも後期初頭から前葉。

513は外面の磨滅がとりわけ著しいが、直線的に外

傾する口縁部に凹線文ないし貼付突帯を連続的に施

す。器台の可能性も考慮したが、口縁端部の形状や口

径から壷口縁部と判断した。中期に遡る可能性もあ

る。514は外反する口縁部から短く口縁端部が直立し、

受け口状。頚部は縦方向のミガキ仕上げが丁寧になさ

れている（図版２１－７)。５１５．５１６は直立する口縁端

部に凹線文を施す。515は小型で蕊の可能性もあるが、

ここで提示した。517はやや内傾であるが、やはり端

部に多条の凹線文がみられる（図版２１－８)。513～

517は在地で器形の系譜が追えず、いずれも中部瀬戸

内系と考えられる。
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